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⑴町民主権による自治の推進

⑵まちづくり活動の促進

⑶コミュニティ活動の促進

⑷地域活力の基盤となる集会室の整備

⑸広報の充実

⑹広聴の充実

⑺情報公開の推進

⑻人権を尊重したまちづくり

⑼男女共同参画社会の推進

⑽自衛隊美幌駐屯部隊の存置活動の強化

⑾自衛隊美幌駐屯部隊における防災対応と

連動した体制の確立

⑿自衛隊美幌駐屯部隊と地域住民との更なる

一体感の醸成

⒀自衛隊駐屯部隊の充実整備

⑴行政組織の活性化

⑵行政運営、行政サービスの効率化

⑶総合計画の管理、行政評価の推進

⑷美幌版総合戦略の着実な推進

⑸健全な財政運営の推進

⑹行政改革の推進

⑺危機管理体制の充実

⑻情報セキュリティの強化

⑼広域行政の推進

⑴国際交流の推進

⑵国内交流の推進

⑶移住･定住の推進

⑴交通安全施設の整備

⑵交通安全活動の推進

⑶防犯対策の推進

⑷犯罪を防ぐ環境整備

⑴総合的な公共交通体系の構築

⑵鉄道の充実・確保

⑶バス路線の充実

⑷乗合タクシーの利用促進

⑸女満別空港の利便性向上

⑴情報化の基盤整備

⑵情報通信の活用推進

⑴防災体制の充実、強化

⑵自助的活動の促進

⑴常備消防体制の充実

⑵火災予防広報活動の推進

⑶消防団の充実

⑷救急体制の強化

⑸救命に関する技術や知識の普及

⑹消防施設の整備

1-1 町民との協働によるまちづくり

1-2 持続可能な行財政システムの確立

1-3 国際・国内交流の推進

1-4 地域の安全対策の充実

1-5 公共交通の充実

1-6 地域の情報化の推進

1-7 防災体制の強化

1-8 消防・救急体制の強化

基本計画の施策の体系

創
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      ⑴地域福祉活動の推進

⑵利用者の視点に立った福祉サービスの提供

⑶低所得者への自立の支援

⑴高齢社会への対応

⑵自立生活の支援

⑶権利擁護事業の促進

⑷地域包括支援センターの機能充実

⑸高齢者福祉施設の整備

⑹高齢者の社会参加、生きがい活動の促進

⑺介護保険事業の安定化

⑴障がい者福祉の推進体制の充実

⑵障がい者の自立生活の支援

⑶障がい者福祉施設の整備

⑷障がい者の社会参加、生きがい活動の促進

⑸権利擁護事業の促進

⑴次世代育成支援

⑵子育てに関する相談・指導の充実

⑶保育園(所)の充実
⑷学童保育の充実

⑸ひとり親福祉の充実

⑹母子保健の推進

⑺家庭における食育

⑴総合的な保健体制の充実

⑵保健予防、保健指導の推進

⑶介護予防の推進

⑷介護予防マネジメント体制の確立

⑸健康づくりの推進

⑴国民健康保険病院の充実

⑵保健・医療・介護・福祉との連携強化

⑶広域医療体制の充実

⑷救急医療体制の充実

⑸医療従事者等の確保対策の推進

⑹医療、保健、介護、福祉ネットワークの

確立

⑴環境共生に向けた総合的な取り組み

⑵自然環境の保護

⑶公害の防止

⑷環境美化活動の推進

⑸不法投棄対策の推進

⑹花や緑による景観の向上及び緑化の推進

⑺霊園の維持管理

⑻火葬場施設整備事業

⑴ごみ処理体制の充実

⑵ごみの減量化とリサイクルの推進

⑴国民健康保険事業の推進

⑵高齢者医療制度の推進

護
2-1 地域福祉機能の充実

2-2 高齢者福祉の充実

2-3 障がい者福祉の充実

2-4 子育て支援の充実

2-5 保健予防対策の推進

2-6 地域医療体制の充実

2-7 生活環境保全・緑化活動の推進

2-8 ごみ処理、リサイクルの推進

2-9 社会保障による支援
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       ⑴企業誘致の推進

⑵地元企業の育成

⑶雇用、労働対策の推進

⑷（人材）登録制度による雇用促進支援

⑸起業や新たな事業化、販路拡大の促進

⑹地域資源を活用し、若者の雇用の場を創出

⑴農業生産環境の保全・整備

⑵担い手の育成確保と生産性の向上

⑶新たな農業の展開

⑷食の安全・安心対策推進

⑸畜産の振興

⑹農業地域の土地利用

⑺生産基盤の保全・整備

⑻環境共生に向けた総合的な取り組み

⑴森林の整備

⑵付加価値の向上

⑶経営の近代化・効率化の推進

⑷森林の有効活用

⑸木質バイオマスの普及促進

⑴環境共生に向けた総合的な取り組み

⑴経営基盤の強化、経営の近代化

⑵商店街の魅力向上

⑶工業の振興

⑴総合的な推進体制、ビジョンの確立

⑵既存施設や観光資源の保全、有効活用

⑶観光情報の提供、サービスの向上

⑷観光イベントの魅力向上

⑴地域特産品の開発・育成

⑵地域特産のＰＲ・販売

⑴消費者の保護

活
3-1 雇用の拡大、安定

3-2 農業の振興

3-3 林業の振興

3-4 新エネルギーの推進

3-5 商工業の振興

3-6 観光の振興

3-7 地域特産品の振興

3-8 消費者保護の充実
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⑴国道・道道の整備

⑵町道の整備

⑶国道、道道、町道等道路網の整備、促進

⑴除雪体制の充実

⑵降雪による事故防止

⑶雪による交通安全対策

⑷除雪活動

⑸排雪活動

⑴治水対策の推進

⑵河川整備

⑶治山対策の推進

⑴計画的な土地利用の推進

⑵適正な土地利用の確保

⑶市街地における土地利用の推進

⑷市街地の再整備

⑸市街地の保全

⑹誰もが利用しやすい施設・設備づくり

⑴公園や緑地の整備、維持管理

⑴公営住宅の整備

⑵民間住宅･宅地整備の推進

⑶空き家対策

⑴水資源の確保

⑵水道の整備

⑶水道事業の推進

⑷下水道事業の継続性の確保

⑸下水道事業の推進

⑹合併処理浄化槽の設置促進と維持管理

⑺汚泥処理の推進

集
4-1 道路網の整備

4-2 除排雪体制の充実

4-3 治山・治水対策の推進

4-4 住みやすく美しい市街地機能の

向上

4-5 公園、緑地の整備

4-6 住宅環境の整備

4-7 上下水道の整備
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⑴幼稚園の充実

⑵小中学校の教育環境の充実

⑶小中学校の教育内容の充実

⑷小中学校における食育の推進

⑸高等学校教育の充実

⑴生涯学習の推進体制の確立

⑵生涯学習関連施設の整備

⑶生涯学習活動の促進

⑷図書館、読書活動の充実

⑸博物館の充実

⑴青少年の健全育成推進体制の充実

⑵青少年育成活動の充実

⑴芸術文化活動の促進

⑵文化財や郷土資料等の保全、継承

⑴生涯スポーツの振興

⑵スポーツ施設の整備、活用

⑶スポーツ活動の促進

育

5-1 幼稚園、学校教育の充実

5-2 生涯学習の充実

5-3 青少年の健全育成

5-4 芸術、文化の振興

5-5 スポーツの振興

育
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［住民自治、コミュニティ］

町内には市街地区農村地区併せて６７の自治会があり活発に活動しています
活動に取り組む役員等の高齢化により、新たな担い手確保が課題となっています。また、地域コ

町職員が自治会とのパイプ役

［住民参加、協働］

平成23 4
コミュ

となっています。
［広報］

主に広報誌とホームページを通じて情報を発信しています。広報誌
内容の充実を図ることが必要です。ホームページは、平成 23
るシステム（CMS があるほか、デザインの
統一や に

ています。
［広聴］

自治会連合会と懇談会を共催
いま
口を開設しています。

を
得ています
講座メニューの拡充や、希望される講座設置が今後の課題です。

［人権］

法務大臣より委嘱された人権擁護委員が中心となり、町内小中学校で開催される人権教室など、
思いやりのある心が育めるよう活動しています。
また、毎月「調停・人権擁護委員」による相談日を開設し、多様な人権侵害などに対して、様々
な相談を受けております。

１ 人を創

１－１
現状と課題
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［男女共同参画］

30％を目標とし
を

を担っています。
［陸上自衛隊美幌駐屯地］

を推進し、安心安全で心豊かな生活が送
体の自主的な活動に対し引き続き支援します。

ていきます。また、 自治会
と協働しながら地域の自主的活動を支援していきます。自治会が抱える課題解決のため、地域

ます。

○情報提供及び情報共有は、まちづくりの基本であり、重要な要素のひとつです。町の情報提供
手段として、最も広く提供できる広報誌については ま

ホームページについても ※

など新たな情報提供手段も取り入れていきます。さらに
置や、わかりやすい情報提供ができるよう努めます。

○人権擁護委員と町が連携しながら、 い、 ていき
ます。

％
た、セク

シュアルハラスメントやドメスティクバイオレンス（DV）※等の防止に向けた啓発や、相談窓

基本的な考え方と指標
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にある
し 諸団

体一丸となって駐屯地に対する支援を継続するとともに、隊員削減の反対活動並びに新たな部
隊・訓練施設の誘致に向けた陳情要望活動を実施します。また、美幌駐屯部隊と日常的な連携
強化を図り、あらゆる災害等に対応する体制を整えます。

※SNS：Social Networking Service（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の略で、FacebookやLINE
など、社会的なつながりをインターネット上などで持つことができるサービス。

※ドメスティクバイオレンス（ＤＶ）：同居関係にある配偶者や元夫婦・恋人等の間で起こる暴力。

満足度(H26まちづくりアンケート）/自治会など地域の活動､行事

満足度(H26まちづくりアンケート）/住民がまちづくりに参加する機会

満足度(H26まちづくりアンケート）/役場からの情報提供（広報、ホームページなど）

満足

4.3%
やや満足

13.2%

普通

62.1%

やや不満

8.6%

不満

3.7%

分からない

6.8%

無回答

1.4%

満足

1.7%
やや満足

7.1%

普通

62.2%
やや不満

8.5%

不満

3.7%

分からない

13.8%

無回答

3.0%

満足

7.3%

やや満足

16.7%

普通

58.9%

やや不満

7.4%

不満

3.9%

分からない

4.1%
無回答

1.7%
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指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)

審議会等の女性登用率 H26 27％ 30％ 30％ 30％

自治会加入率 H27 76％ 77％ 78％ 80％

町ホームページへの
アクセス件数

H26 273,725件 300,000件 320,000件 340,000件

☆施策の中に表示している        は、町長の政権公約です。なお、（  ）で掲載しているものは、

その上段の施策の一部という意味です。

施策の区分 施策の内容

⑴町民主権による自

治の推進

①自治基本条例の適正な

運用

【まちづくりＧ】

のあ

②自治基本条例に基づく

青少年等の町民参加のま

ちづくりの推進

【まちづくりＧ】

法による町政参加の推進を図ります。

③自治基本条例に基づく

協働のまちづくりの推進

【まちづくりＧ】

議
会及び
推進を図ります。

⑵まちづくり活動の

促進

①くらし安全まちづくり

条例に基づいた実践活動

の支援充実

【まちづくりＧ】

災害、犯罪及び事故を防止する為、自

②まちづくり団体による

活動促進

【まちづくりＧ】

美幌町まちづくり活動奨励事業補助

③まちづくり活動への反

映を意識した研修の実施

【まちづくりＧ】

ふるさとづくり事業を通じて、必要な
事業に対して助成を継続します。

⑶コミュニティ活動

の促進

①コミュニティ組織や人

材の育成と組織の活動支

援

【まちづくりＧ】

コミュニティ組織が活動しやすい環
境作りのために、自治会連合会等への補

も積極的に努めて、活動推進を図りま
す。

り、自治会組織の強化や役員等の担い手
など人材確保に努め、安定した自治会組
織の継続性を確保していきます。

②コミュニティ施設への

支援

【まちづくりＧ】

自治会所有の集会室の維持にかかる

各地域のコミュニティ活動や地域の交
での

を促進していきます。

施策



１０

③地域サポーターの利活

用によるコミュニティ活

動支援

【まちづくりＧ】
用を推進します。

⑷地域活力の基盤となる集会室の整備

                              【新規】

【まちづくりＧ】

地域集会室の整備については、地域要
望等を踏まえ、実現のため公共施設等総

をして、推進を図ります。
⑸広報の充実 ①広報誌の充実

【総務Ｇ】

特集記事の充実や分かりやすく読み

②美幌町ホームページの

充実

【総務Ｇ】

をはじめ
すさを重視し、ホームページの充実を図
ります。

③情報提供の多様化に向

けた取り組み

【総務Ｇ】

情報提供の手段が多様化しており、情
報の受け手のニーズに合った手段で情
報を提供するため、どの情報をどの手段

当な方法で情報提供していきます。
④まち育出前講座の充実

【まちづくりＧ】 ューを増やしていくとともに、子ども向
けのメニューについても検討していき
ます。

⑹広聴の充実 ①町民からの相談体制の

充実

【まちづくりＧ】 い窓口整備に努めます。
②町民との意見交換の機

会充実

【まちづくりＧ】 活用により、直接町

知し声を聴く機会充実に努めていきま
す。

⑺情報公開の推進 ①積極的な情報公開の推

進

【総務Ｇ】

ファイリングシステムを導入し、情報
公開請求に迅速な対応をするとともに、
必要な情報を積極的に公開していきま
す。

⑻人権を尊重したま

ちづくり

①人権擁護の啓発

【まちづくりＧ】

人権擁護委員を中心とした人権啓発
活動に対し支援するとともに、「まち育
出前講座」のメニュー追加や広報等によ
り 周知します。

⑼男女共同参画社会

の推進

①男女共同参画について

の理解促進

【まちづくりＧ】 りを推進していきます。



１１

②各種委員会等への女性

登用

【まちづくりＧ】

画基本計画に基づき、各種委員会等への
％を目標とし、今後も推

進を図ります。
③セクシュアルハラスメ

ントやドメスティックバ

イオレンス（ＤＶ）の防止

に向けた広報及び相談の

充実

【まちづくりＧ】

広報等によるセクハラ、ＤＶ防止の啓

口の開設を継続します。
また、関係機関との連携をさらに充実

するように努めます。

⑽自衛隊美幌駐屯部

隊の存置活動の強化

①美幌駐屯地の充実整備

に向けた陳情・要望活動の

推進

【総務Ｇ】

及び教育訓練施設の誘致に向けた陳

⑾自衛隊美幌駐屯部

隊における防災対応

と連動した体制の確

立

①美幌駐屯地との連絡体

制の充実強化

【総務Ｇ】

時に美幌町防
災会議の構成員として参画を要請しま
す。
災害発生時の隊員（リエゾン）派遣に

よる情報収集、災害対応等の連携を図り
ます。

⑿自衛隊美幌駐屯部

隊と地域住民との更

なる一体感の醸成

①自衛隊協力諸団体との

連携

【総務Ｇ】

美幌駐屯部隊充実整備期成会、美幌地
方

等の活動を支援します。
⒀自衛隊駐屯部隊の

充実整備

【新規】

①主力部隊の６普連、１０

１特科の充実整備

【総務Ｇ】

０１特科大隊の充実整備を図るととも
に、保養施設の誘致、新編部隊の配置に
向けた活動に取り組みます。②保養施設の誘致

【総務Ｇ】

③新部隊配置に向け、具体

的提案型陳情の展開

【総務Ｇ】

計画の名称 計画期間

びほろ男女共同参画プラン 平成２８年度～平成３２年度

美幌町自治基本条例を生きた条例

にするためのアクションプラン
平成２３年度～

関連する計画



１２

［行政運営］

平成24 は
政評価の各事業項目を統一させ実効性の高い運用を図っています。

、第5 取り組んでき
ましたが、完全実施に至っていない一部の事務事業の改善及び外部委託の推進を図っていく必要
があります。

［財政運営］

平成24 11月に策定した第2次財政運営計画に基づき、財政の健全化に努めていますが、

に伴う維持補修費の増加、社会保障関連経費の増大など、町を取り巻く財政環境は厳しさを増し
ています。ふるさと納税をはじめ、安定した自主財源の確保に努めるとともに、事業の選択と集

運営が求められております。
［電算システム］

、かつ、随時正しい内容にしておかな
ければなりません。

ものであり、また、運用にあたっては職員一人
があります。

※

を勘案し、本町にとって最善の電算システム形態を構築していく必要があります。
［広域行政］

広域連携事業においては、一部事務組合である美幌・津別広域事務組合により、共通する政策

※クラウド化：自らのコンピュータ内で管理運用してきた情報システムを、インターネット等を通じて外
部の事業者が管理するサービスを利用する形にすること。

○
効果をあげる取り組みを引き続き進めていきます。

○

全な財政運営を推進します。

１－２
現状と課題

基本的な考え方と指標



１３

○

ます。

究
を進めていきます。

○

満足度(H26まちづくりアンケート）/役場の窓口対応やサービス

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)

実質公債費比率※ H26 10.0％ 10.6％ 10.9％ 11.2％

将来負担比率※ H26 1.5％ 6.5％ 9.5％ 12.5％

※実質公債費比率：一般会計等における借入金の元利償還金及び準じた経費が占める、一般財源の標準的な

規模に対する割合。この比率が高まると財政の弾力性が低下したことを表す。

※将来負担比率 ：一般会計等の借入金のほか将来負担すべき実質的な負債が、一般財源の標準的な規模に

対する割合を表した比率。

施策の区分 施策の内容

⑴行政組織の活性化 ①権限移譲を考慮した機

構改革及び定員配置

【総務Ｇ】

討します。また、

②職員の能力向上と能力、
実績を重視した人事管理
の推進

【総務Ｇ】

人材育成型の人事評価を全職員に本
格導入します。

⑵行政運営、行政サー

ビスの効率化

①公共施設等総合管理計

画の策定及び固定資産台

帳整備の実施

【財務Ｇ】

公共施設等のサービス水準、再配置等
について、具体的に検討することや今後
の地方公会計導入を視野に取り組みを
進めます。

満足

8.6%

やや満足

14.5%

普通

52.2%

やや不満

11.8%

不満

7.6%

分からない

3.4%

無回答

1.8%

施策



１４

②文書管理体制の整備

【総務Ｇ】

ファイリングシステムを導入

③電子申請、イベント等の
予約システムの整備

【総務Ｇ】

スマートフォンへの対応などにより

④庁舎改築検討

【総務Ｇ】

将来の建設に備えて、新庁舎の建設に

ます。
⑤電算システムの管理運
営、次期システム更新の対
応

【総務Ｇ】
維持するとともに、日々進化している電

あたっては、災害、事故等のリスクやコ
スト面を多角的視点から検討し本町に
とって最善のシステムの導入に努めま
す。

⑶総合計画の管理、行

政評価の推進

①行政評価を含めた総合

計画の進行管理の実施

【まちづくりＧ】

事務事業におけるＰＤＣＡサイクル

三位一体で取り組むことで、業務方針や

みます。
⑷美幌版総合戦略の

着実な推進

①美幌版総合戦略の随時

見直しによる効果的な実

施

【まちづくりＧ】

人口減少や少子高齢化が急速に進む
社会情勢において高い持続性を確保す

よる推進委員会においてＰＤＣＡサイ

推進を図ります。
⑸健全な財政運営の

推進

①第２次財政運営計画の

着実な実行

【財務Ｇ】

財政状況を広く情報発信し、財政情報
の共有化を図ります。
歳入の確保と歳出の抑制を図ること

います。

可能な財政運営を実現します。
②財政基盤の強化と効率

的な財政運営

【財務Ｇ】

ふるさと納税、遊休資産の売却など、
自主財源の確保に努めます。
公共施設の最適化を進め、計画的で効

③過疎地域自立促進市町

村計画に基づく過疎対策

事業の推進

【財務Ｇ】

事業債の有効活用を図ります。

の確保に努めます。



１５

⑹行政改革の推進 ①行政改革実施計画の推

進及び行政改革大綱の策

定

【まちづくりＧ】

H28 31）
の推進 H32
41）を策定し、事務事業の改善や外部委
託の推進を図ります。

⑺危機管理体制の充

実

①危機管理意識の向上

【総務Ｇ】

職員研修及び実動訓練を実施するこ

災害対応の充実を図ります。
②危機管理対応マニュア
ルの作成

【総務Ｇ】

職員災害時初動マニュアル、避難所運
営マニュアル等を作成します。

⑻情報セキュリティ

の強化

①サイバー攻撃に対する

対応

【総務Ｇ】

従来にも増してサイバー攻撃が巧妙
かつ複雑化している中で、それに対応し
うるセキュリティ体制の構築を進めま
す。
町電算担当職員と保守業者が連携を

す。
②職員の情報に対する意

識向上

【総務Ｇ】

個々の職員が業務上取り扱っている

によるものであることから、最低限遵守
しなければならない事項を周知徹底し
ます。

⑼広域行政の推進 ①定住自立圏構想の研究

【まちづくりＧ】

②広域連携事務事業の更

なる推進

【まちづくりＧ】

に連携する地域や業務の拡大の検討を

計画の名称 計画期間

第２次美幌町財政運営計画 平成２５年度～平成３４年度

美幌町過疎地域自立促進市町村計画 平成２８年度～平成３２年度

第５次美幌町行政改革実施計画 平成２８年度～平成３１年度（予定）

美幌町まち・ひと・しごと創生総合戦略 平成２７年度～平成３１年度

関連する計画



１６

［地域間交流］

［移住、定住の推進］

移住、定住対策として、移住を希望する方が町の生活を一定の期間にわたり体験できるよう、
５連泊以上の者を対象に「ちょっと暮らし」を展開しています。
体験施設としては、「グリーンビレッジ美幌」及び平成27

また、春から秋頃までは移住体験者がいるものの、冬期間はほとんどいないことから、冬期間

○国際化や地域活性化への対応可能な人材を

○本町の交通アクセスの優位性
、移住

定住につなげていきます。

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)

友好姉妹都市との交流機会回数 H26 2回 3回 4回 4回

施策の区分 施策の内容

⑴国際交流の推進 ①国際交流に関わるボラ

ンティア登録の充実

【まちづくりＧ】

ホームステイや通訳へのボランティ

を深め充実させます。
②友好姉妹都市を中心と

した、地域間交流活動の充

実

【まちづくりＧ】

ケンブリッジ高校と美幌高校の交換

討し、友好姉妹都市を中心とした国際交

１－３

現状と課題

基本的な考え方と指標

施策



１７

⑵国内交流の推進 ①観光･物産交流の推進

【商工観光Ｇ】

観光イベントや物産展などのイベン

進を図ります。

⑶移住･定住の推進 ①移住･定住受け入れ体制

の推進

【商工観光Ｇ】

交通アクセスや災害の少なさなどの
地域特性を積極的にＰＲし、「移住体験

を図ります。
また、冬季スポーツや冬のイベントな

い、冬期間における「移住体験者」の増

と「住みやすさ」を体験していただくこ
とにより、“完全移住”及び“二地域居住”
の促進を図ります。



１８

［交通安全］

に減少傾向にありますが、未だ悪質な飲酒運転や無謀な運転などによる悲惨な交通事故が後を絶
たず、一瞬にして尊い命が失われています。

は高く、運転者に対する街頭啓発や
児童生徒及び高齢者等に対する交通安全教室の開催など総ぐるみで実施されており、交通事故抑

機会をつくり、特に事故の被害者となりやすい高齢者向けの指導・啓発を拡充させていく必要が
あります。また、高齢者の交通事故を未然に防ぐため、高齢者の運転免許証返納を促す仕組みの
検討も必要です。

を図り、施設の点検を充実して安全な環境整備に努め、交通事故の発生を未然に防ぐ取組が必要
です。

き優先順位を設定
し、計画的な整備が必要です。また、 、計画的な整備促進が課題となってい
ます。

［防犯］

盗難が増えています。こ
のような犯罪被害は誰にで
による防犯活動への取り組みが必要です。

います。今後も連携を深め、巡視や広報
活動の ていくことが必要です。
防犯灯は各自治会で設置し、 を負担しています。未整備

を検討し計画的な整
備を進めます。

○交通事故がもたらす社会的・経済的損失は非常に大きく、悲惨な交通事故を防止するために、

１－４ 地域の安全対策の充実
現状と課題

基本的な考え方と指標



１９

○

満足度(H26まちづくりアンケート）/交通安全に対する取り組み

満足度(H26まちづくりアンケート）/犯罪の防止、消費者の保護

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)

交通事故発生件数 H26 36件 35件 30件 25件

施策の区分 施策の内容

⑴交通安全施設の整

備

①通学路等における交通

安全対策

【建設Ｇ】

定した安全プログラムに基づき、優先順
位を設定し計画的に歩道等の交通安全

②危険箇所の交通安全対

策

【建設Ｇ】

示、交差点照明など、交通安全施設の維

③冬道の安全対策

【建設Ｇ】 や防雪柵の設置によ
など、各

満足

10.2%

やや満足

17.1%

普通

57.4%

やや不満

6.4%

不満

3.2%

分からない

3.3%

無回答

2.3%

満足

5.4%
やや満足

12.5%

普通

58.9%

やや不満

9.0%

不満

3.8%

分からない

8.2%

無回答

2.1%

施策



２０

⑵交通安全活動の推

進

①交通安全啓発活動の充

実

【まちづくりＧ】

の運動を継続し、啓発活
動の充実を図ります。

②交通安全学習機会の充

実

【まちづくりＧ】

園・学校などに交通安全教室等の学習の
機会を提供し、特に事故の多発する自転

層並びに高齢者への指導、啓発を強化し
ます。

③高齢者の交通安全対策

の推進

【まちづくりＧ】

高齢者の免許自主返納について公共

の促進に取り組みます。
④交通安全指導体制の強

化

【まちづくりＧ】

交通安全推進のための活動に関わる
関係団体・組織の連携強化と指導員の後
継者育成・確保を図ります。

⑶防犯対策の推進 ①防犯・暴追など各活動推

進

【まちづくりＧ】

防犯活動団体の活動に対して支援協

を継続実施します。
②防犯に関する注意喚起

【まちづくりＧ】

警察や関係機関から特殊詐欺など速
報性が必要な犯罪情報の提供を受け、町
広報や自治会配布チラシ等で注意喚起
し、未然に被害を防ぎます。

等を継続実施します。
⑷犯罪を防ぐ環境整

備

①夜間における防犯対策

【まちづくりＧ】

の安全安心に向けて取り組みます。

新の取り組みに対し、資機材提供や電気

防犯対策に努めます。

計画の名称 計画期間

第10次美幌町交通安全計画（予定） 平成２８年度～平成３２年度

第２期美幌町地域福祉計画 平成２７年度～平成３１年度

関連する計画



２１

［バス路線］

市内を移動するための循環線（ワンコインバス）、町内農村地区から中心市街地への乗合タクシ

このような状況の中、

［女満別空港関係］

（プロモーション※ 空港国際チ

す。

ので、他の手法も含めて検討が必要です。

※プロモーション：消費者の購買意欲を喚起すること。

○
進め、

交通の確保維持に努めます。

○

満足度(H26まちづくりアンケート）/公共交通の利用のしやすさ（バス、鉄道など）

満足

5.0%
やや満足

9.7%

普通

41.8%やや不満

19.2%

不満

13.9%

分からない

7.7%

無回答

2.6%

１－５ 公共交通の充実
現状と課題

基本的な考え方と指標



２２

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)
バス利用者数

（市内循環線、美幌高校線、
乗合タクシー）

H26 6,038人 6,500人 6,500人 6,500人

施策の区分 施策の内容

⑴総合的な公共交通

体系の構築

①交通網形成における協

議・検討

【まちづくりＧ】

や検討(地域公共交通網形成計画の策定
等)
ため、公共交通の体系を検討・構築して
いきます。

⑵鉄道の充実・確保 ①鉄道利用の促進

【まちづくりＧ】

鉄道沿線自治体との協議、検討を進め
郊外及び循環バスとの接続による鉄道

ます。

②ＪＲ石北本線の路線及

び安全確保と利便性向上

への要望

【まちづくりＧ】 していきます。
⑶バス路線の充実 ①バス路線の利便性の向

上と利用促進

【まちづくりＧ】

ールバス等による交通弱者の足を確保
するため、 を高める取り組
みを進め、公共性と公平性に努めます。

（ワンコインバスなど住
民の足の確保充実）

【まちづくりＧ】

高齢化社会に対応した、公共交通とし

活性化協議会の活用を進めながら、ワン

指します。
②混乗スクールバスの効

率的運用

【まちづくりＧ】 ます。
また、

⑷乗合タクシーの利

用促進

①乗合タクシーの利便性

の向上と利用促進

【まちづくりＧ】

性の向上に努めます。
⑸女満別空港の利便

性向上

①航空路線の拡充と運賃

是正の要望

【商工観光Ｇ】 賃の是正要望に努めます。

施策



２３

②空港アクセスの充実

【商工観光Ｇ】

信に努めます。
③国際チャーター便の拡

大要請

【商工観光Ｇ】

空港
協議会」において外国人来道者等の現状

ます。

計画の名称 計画期間

美幌町地域公共交通総合連携計画 平成２１年度～

関連する計画



２４

られています。農村地区については、まだ整
備されていない地域も多い状況ですが、 おり、今後も継続
して順次整備を進めていく必要があります。

ます。

○ 。電子申請システム
。また、ＳＮＳ等の導入、

活用方法について検討します。

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)

オンライン申請・届出件数 H25 12,602件 13,000件 13,500件 14,000件

施策の区分 施策の内容

⑴情報化の基盤整備 ①光ファイバー網の整備

促進

【総務Ｇ】

めます。

⑵情報通信の活用推

進

①高度情報処理の推進

【総務Ｇ】

イベント、講座、特定健診等の申込及
び一部の申請などの活用を推進します。

②情報化による住民利便

性の向上（ＳＮＳを利用し

た情報発信）

【総務Ｇ】

スマートフォン等に対応した活用方
法を検討します。

③公衆無線ＬＡＮの整備

充実

【総務Ｇ】

公共施設における Wi-Fi整備※を計画
的に実施します。

※Wi-Fi整備：インターネットを無線で利用できる環境を整備すること。

１－６ 地域の情報化の推進
現状と課題

基本的な考え方と指標

施策



２５

測することが難しく、日頃から災害発生に備えておくことが必要です。
大規模な災害が発生した際、被害を最小限におさえるには各家庭、自治会、事業所などの迅速

ど災害弱者への配慮は、防災上最も重要な課題です。

あり、災害時に備えた総合的な防災訓練の実施も必要です。

を実施しているほか においても会員自ら防災訓練を計画実
ます。また、自治会等の自主的な取り組みに対して、

防災資
一方、 、その多くが市街地区で、農村地区では い状
況にあることから、

○「美幌町地域防災計画」に基づき、防災体
や充実を図ります。また、防災関係機関との防災協定の締結を推進するとともに、自ら避難す

備を図ります。

○災
ためには自助的活動が必要であり、自治会連合会や各自治会を主体とした防災訓練、防災体制
や防災資機材の整備、強化

満足度(H26まちづくりアンケート）/防災への取り組み

満足

6.9%

やや満足

15.9%

普通

58.8%

やや不満

5.7%

不満

2.7%

分からない

7.6%

無回答

2.5%

１－７ 防災体制の強化
現状と課題

基本的な考え方と指標



２６

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)

自主防災組織の結成率 H27 61％ 70％ 85％ 100％

防災資機材備蓄率 H27 92％ 100％ 100％ 100％

施策の区分 施策の内容

⑴防災体制の充実、強

化

①地域防災計画及び国民

保護計画に基づく対策強

化

【総務Ｇ】

実際に起きた災害での課題や教訓を
踏まえ、地域特性や実情を考慮した計画

②備品の整備や訓練によ

る防災意識の向上、体制の

強化

【総務Ｇ】

備蓄計画に基づく備蓄品の整備を充
実します。
また、総合災害訓練等を実施します。

（地域と連携した様々な

災害減災訓練の実施）

【総務Ｇ】

単位自治会と連携した防災訓練を実
施するとともに、防災備蓄品の公的備蓄
を計画に沿って推進します。

（公的備蓄の着実な推進）

【総務Ｇ】

③関係団体との連携や防

災協定の推進

【総務Ｇ】

防災協定の締結による災害時におけ
る体制強化を図ります。
また、警察や消防署、自衛隊などの関

係機関との連携を強化します。
④災害時における避難者

支援体制の強化

【総務Ｇ】

図ると共に、個別支援計画の作成を推進
します。
また、

し、避難支援関係者へ名簿を提供するこ
とで、災害時における避難者支援体制の
強化を図ります。

⑵自助的活動の促進 ①防災リーダーの養成

【まちづくりＧ】

自主防災の中心となる防災リーダー

めます。
②自主防災組織の活動推

進

【まちづくりＧ】 備等を支援します。
また、自治会等の自主的な活動を支援

するため「自主防災資機材等購入補助

施策



２７

計画の名称 計画期間

美幌町防災計画 平成２５年度～

美幌町国民保護計画 平成２５年度～

第２期美幌町地域福祉計画 平成２７年度～平成３１年度

美幌町高齢者保健福祉計画・第６期介護保険事業計画 平成２７年度～平成２９年度

第４期美幌町障がい福祉計画 平成２７年度～平成２９年度

関連する計画



２８

［消防］

消防については、
ニーズの高まりなど、消防を取り巻く環境は大きく変化しており、この状況に迅速かつ的確に対
応していくことが必要です。

数は現在
の充実が求められています。
［救急］

救急活動については、

築40

から耐震化への検討が必要です。

○
め、町内からの焼死事故の絶無を目指します。

○大規模自然災害や複雑・多様化する災害に対するための消防施設・設備及び装備の充実ととも
に、即応体制の強化を図ります。

○消防団への加入促進を図るとともに、常備消防との連携強化による実践的な防災体制を構築し
ます。

○
体へ救命講習等の普及に取り組み、
目指します。

満足度(H26まちづくりアンケート）/消防・救急の体制

満足

13.4%

やや満足

20.3%
普通

50.4%

やや不満

4.4%

不満

3.2%

分からない

6.2%

無回答

2.1%

１－８ 消防・救急体制の強化
現状と課題

基本的な考え方と指標



２９

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)

住宅用火災警報器設置率 H26 81.57％ 85％ 90％ 95％

救命に関する講習会の修了者
数(年間受講者数。更新含む）

H26 365人 300人 300人 300人

施策の区分 施策の内容

⑴常備消防体制の充

実

①消防車両・救助資機材の

更新整備

【広域組合】

②災害活動用職員貸与品

の更新

【広域組合】

各種災害用貸与品の整備を計画的に
進めます。

③デジタル無線設備の更

新等維持管理

【広域組合】

⑵火災予防広報活動

の推進

①住宅用火災警報器の設

置促進と維持管理の指導

【広域組合】

を継続し
ます。また が経過し
ているため につい
て各種防火指導や

②消防関係団体との連携

による啓発活動の充実

【広域組合】

を
通じて

⑶消防団の充実 ①消防団員の確保

【広域組合】

PRにより、団員
の勤務する職場を重点的に募集します。
また、自治会 との連携や広
報を通じて 努めます。

②消防団安全装備品の計

画的整備

【広域組合】

災害現場における消防団員の安全確
保のため、装備品の整備を計画的に進め
ます。

⑷救急体制の強化 ①救急車両・資機材の更新

整備

【広域組合】

現有の 2B ※を高規格化

化に努めます。
⑸救命に関する技術

や知識の普及

①普通救命講習およびＡ

ＥＤ※講習会の推進

【広域組合】

救命入門コースや分割講習、ＷＥＢ講
習により受講の選択肢と受講しやすい
環境を整え継続普及に努めます。

⑹消防施設の整備 ①消防庁舎耐震化の推進

【広域組合】

耐震診断結果に基づき消防庁舎の耐

※2B型救急自動車:「2ベッド救急自動車」のこと。標準救急自動車。

※AED:「自動体外式除細動器」のことで、電気ショックを与えて心臓の動きを正常に回復させる装置。

施策



３０

全国的には、

事業

を継続する必要があります。そのためには、公的福祉サービスの充実と共に福祉コミュニティの
創出と助け合いの基盤づくりが重要です。

責任をもつ公的福祉サービスの提供（公助）がそれ
ぞれの役割を分担し、互いに連動しながら全体としてまとまった機能を発揮させることにより、
はじめて実現することができます。

が
在の人口1,000人当たりの生活保護者数は15.5
けた支援を進める必要があります。

○住み慣れた地域で安心して生活できるよう支援を継続するため、

とともに、福祉コミュニティの創出と助け合いの基盤づくりを進めていきます。
満足度(H26まちづくりアンケート）/福祉に関する地域での支え合い

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)

成年後見人養成者数 H24 20人 23人 26人 30人

満足

3.2%
やや満足

9.5%

普通

49.1%やや不満

10.3%

不満

5.0%

分からない

20.5%

無回答

2.3%

２ 自然の美しさやくらしの安心を、みんなで護りあうまちづくり

２－１ 地域福祉機能の充実
現状と課題

基本的な考え方と指標



３１

施策の区分 施策の内容

⑴地域福祉活動の推

進

①地域福祉を推進する体

制づくり

【保健福祉Ｇ】

地域のつながりを深め、社会福祉協議
会と連携を図り地域福祉を推進すると

とも連携することでより効果的な地域
福祉の推進を図ります。

②社会福祉協議会の活動

充実と支援

【保健福祉Ｇ】

人件費補助をはじめ社会福祉協議会
への支援により、さらなる地域福祉の活
動の充実を図ります。

③ボランティアセンター

の充実と支援

【保健福祉Ｇ】

ボランティアセンター職員の人件費
補助、人材の発掘、養成・研修、ボラン
ティアセンターの活動の情報発信等を

⑵利用者の視点に立

った福祉サービスの

提供

①成年後見実施機関の運

営と市民後見人の養成

【保健福祉Ｇ】

実施機関を運営

②日常生活自立支援事業

の推進

【保健福祉Ｇ】

祉協議会と連携して推進します。

⑶低所得者への自立

の支援

①相談支援体制の充実

【保健福祉Ｇ】

生活困窮者の職業紹介、失業手当等に
関する相談は、ハローワークへ情報提供
します。

②生活困窮者に対する生

活保障と自立の助長

【保健福祉Ｇ】

し、支援につなぎます。

計画の名称 計画期間

第２期美幌町地域福祉計画 平成２７年度～平成３１年度

施策

関連する計画



３２

団塊の世代が 65歳に到達する平成 27
75歳以上となる平成37

65歳以上の高齢化人口について平成 27 3月末
で6,542人と10 17 1,000人増加しています。

32 7,000
が高齢者となるものと予想されており、超高齢社会におけるさまざまな問題に対して、的確に対
応していく必要があります。

○高齢者施策の推進にあたっては、公的サービスや地域における支え合い等の支援が将来にわた

かに、安心して生活できる町の実現のため総合的な施策を推進します。また、高齢者の中でも
多数を占める比較的元気な高齢者ができる限り健康を保持し、社会との関わりを持ち続けるこ
とができるよう介護予防事業の充実と推進を目指します。

○今後団塊の世代が 75歳以上となる平成 37

予防・生活支援」を一体的に提供する「地域包括ケアシステム」を地域の実情に応じて構築し、

○
学級（明和大学）等の事業を推進します。

満足度(H26まちづくりアンケート）/高齢者福祉の取り組み

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)
認知症サポーター養成講座の

受講者数
H26 1,763人 2,000人 2,320人 2,640人

満足

3.7%
やや満足

11.4%

普通

48.1%やや不満

12.2%

不満

6.4%

分からない

17.6%

無回答

0.6%

２－２ 高齢者福祉の充実
現状と課題

基本的な考え方と指標



３３

施策の区分 施策の内容

⑴高齢社会への対

応

①高齢者保健福祉計画・

介護保険事業計画の推進

【保健福祉Ｇ】

「地域包括ケアシステム」を地域の実情

実施を目指します。
②高齢者虐待防止及び早

期発見のための体制の整

備

【保健福祉Ｇ】

高齢者虐待防止ネットワーク会議を開催

を推進します。
③緊急通報装置の整備に

よる高齢者等の安心の確

保

【保健福祉Ｇ】

動することが困難と認められる高齢者等の

④地域における見守り体

制の充実

【保健福祉Ｇ】 について推進します。
⑤認知症高齢者対策の推

進

【保健福祉Ｇ】

認知症の相談支援体制づくり、認知症に
関するネットワークの強化を図るととも
に、 を促進します。

⑵自立生活の支援 ①健康づくり・疾病予防

の推進

【保健福祉Ｇ】

要介護状態の要因となる生活習慣病等の

健康づくりの推進を図ります。
②認知症に対する支援体

制の整備

【保健福祉Ｇ】

認知症に関するネットワークの強化、認

③生活支援サービスの基

盤整備の推進

【保健福祉Ｇ】

多種多様な生活支援の取組をコーディネ
ートする機能の充実や、高齢者自らも含め
た資源開発などの基盤整備を推進します。

④生活環境の整備

【保健福祉Ｇ】
間口除雪などの冬期間の生活環境の整

備、災害時における避難支援、住環境の整

⑤災害時における避難支

援

【保健福祉Ｇ】 ための地域の自主的な取組を促進します。

⑶権利擁護事業の

促進

①成年後見制度の普及啓

発、市民後見の推進

【保健福祉Ｇ】

相談窓口の運営

り高齢者
⑷地域包括支援セ

ンターの機能充実

①機能の充実と適正運営

【保健福祉Ｇ】 強化、運営協議会の設置によりセンターの

施策



３４

⑸高齢者福祉施設

の整備

①小規模多機能居宅介護

施設等の整備

【保健福祉Ｇ】 設の整備に向けて検討します。
②高齢者のニーズに合っ

た多様な住まいや施設の

確保

【保健福祉Ｇ】

⑹高齢者の社会参

加、生きがい活動の

促進

①高齢者の就労に対する

支援

【保健福祉Ｇ】

みどり就労センターへの活動支援及び活
動等について広くＰＲし意欲ある高齢者の
就業の参加を促します。

②生涯学習、文化・スポ

ーツ活動機会の充実

【社会教育Ｇ】

元気な高齢社会を築くために、元気な高
齢者の積極的な社会参画活動を支援する生
涯学習や学習会などの推進を図ります。

③社会活動参加の促進

【保健福祉Ｇ】

高齢者団体等のボランティア活動や健康
づくり活動のために多目的バスの貸出し等

ます。
（高齢世代の居場所、出

番の創出）

【保健福祉Ｇ】

りつつあります。引き続き、「きょういく」

④高齢者の学習と活動機

会の充実

【社会教育Ｇ】

高齢者学級として実施している「明和大
学」は、高齢者が自ら学び活動し、生きが
いを創出する場として、その果たす役割が
大きいことから、今後とも学生などの要望

楽しく学び続けられるよう取り組みます。
明和友の会のサークル活動等、自主的な

活動を支援するとともに、学習希望者への
学習提供方法を検討します。
マナビティーセンターにおいて活動して

いる団体・サークル等の情報を広く提供し、
高齢者の社会参加へのきっかけづくりを推
進します。

⑺介護保険事業の

安定化

①介護保険事業の安定と

健全化

【保健福祉Ｇ】

広報媒体を活用して啓発活動に努めます。

等の適正化に対する取組に努めます。

計画の名称 計画期間

美幌町高齢者保健福祉計画・第６期介護保険事業計画 平成２７年度～平成２９年度

関連する計画



３５

して活き活きと暮らせるまちづくりを進めてきました。

活き活き
要です。
町内には子ども発達支援センターがあり、心身に障がいを有する子どもやことばの発達の遅れ
た未就学児童の日常生活における基本動作の訓練と

○障害者総合支援法 「障がい者等の自己決定の尊重と意思決定の支援」、「障

域生活継続の支援、就労支援等の課題に対応したサービス提供体制の整備」を基本方針として
「誰もが安心して、活き活きと暮らせるまち」の実現に向け、着実に事業を推進していきます。

満足度(H26まちづくりアンケート）/障がい者(児)福祉の取り組み

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)

障害福祉サービス等利用者数 H26 366人 354人 342人 330人

地域生活支援事業の利用者数 H26 128人 124人 120人 115人

満足

2.7%
やや満足

10.1%

普通

49.8%やや不満

8.6%

不満

4.2%

分からない

22.9%

無回答

1.7%

２－３ 障がい者福祉の充実
現状と課題

基本的な考え方と指標



３６

施策の区分 施策の内容

⑴障がい者福祉の推

進体制の充実

①障がい者計画及び障が

い福祉計画の推進

【保健福祉Ｇ】

美幌町障害
て障がい計画等

②障がい者に関する相談、

指導の充実

【保健福祉Ｇ】

障害者相談員や地域包括支援センタ

す。
⑵障がい者の自立生

活の支援

①福祉サービスの提供体

制の充実

【保健福祉Ｇ】

障がい
支援、日中一時支援、地域活動支援セン
ターなど障がい福祉サービスの提供体
制の充実を図ります。

②障がい者の家族・支援団

体等のニーズ把握

【保健福祉Ｇ】

障がい者施策の推進にあたっては、障

聞き取り、施策の反映に努めます。
⑶障がい者福祉施設

の整備

①障がい者の生活・訓練施

設の整備促進

【保健福祉Ｇ】

②子ども発達支援センタ

ーの充実

【児童支援Ｇ】

心身に障がいを有する又はことばの
発達の遅れた未就学児童の日常生活に
おける基本動作の訓練、集団生活への適
応訓練と家族への必要な指導、助言を実
施します。

⑷障がい者の社会参

加、生きがい活動の促

進

①就労機会の確保

【保健福祉Ｇ】 の場の拡大など関係機関との連携を図
り、地域全体で雇用の場の確保に努めま
す。

（障がい者への働く場の

支援）

【保健福祉Ｇ】
ります。

⑸権利擁護事業の促

進

①障がい者虐待防止

【保健福祉Ｇ】

組織体制づくり、関係機関職員の資質
向上、啓発活動等を実施し、関係機関と

の取り組みを強化していきます。
②成年後見制度の普及啓

発、市民後見の推進

【保健福祉Ｇ】

相談窓口の運営

施策



３７

計画の名称 計画期間

美幌町障がい者計画 平成１９年度～平成２８年度

第４期美幌町障がい福祉計画 平成２７年度～平成２９年度

関連する計画



３８

［子育て支援及び保育園］

「美幌町子ども・子育て支援事業計画」に基づき、子育てに関する総合的な取組を進めていま
、また、児童虐待などを乳幼児検診などの機会を通

じ未然に防ぐことが必要です。
保育園（所）は、
ヵ所があり、保護者のニーズに応じて保育サービスの充実に努めています。少子化によって子ど
もの数が減少している中、今後のあり方を検討する必要があります。
学童保育所は町内に３ヵ所のほか、コミュニティセンターに児童センターを設置し放課後児童

法改正により拡大されたため、その対応が必要
です。
［母子保健］

す。

○ (所)における保育サービ
スの充実や保護者の負担軽減を図ります。

○子育て支援センターにおける相談体制の充実を図り、子育て情報の提供や子育てに関する相
談・指導、託児ボランティアの養成に努めます。

○児童虐待防止のため、虐待の背景にある家族を取り巻く様々な問題を通じて、関係機関と連携

○放課後児童対策として、子どもが安全に過ごすことの出来る場の充実に取り組みます。

○

満足度(H26まちづくりアンケート）/子育て支援（保育園も含む）

満足

3.6%
やや満足

10.1%

普通

48.7%
やや不満

9.0%

不満

7.3%

分からない

17.6%

無回答

3.8%

２－４ 子育て支援の充実
現状と課題

基本的な考え方と指標



３９

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)

子育て支援センター利用者数 Ｈ26 10,834人 9,435人 8,715人 8,041人

施策の区分 施策の内容

⑴次世代育成支援 ①子ども・子育て支援事業

の推進

【児童支援Ｇ】
の学校教育・保育、地域の子ども・子育
て支援を総合的に推進するために制定
された子ども・子育て関連３法に基づく

子ども・子育て支援事業計画により着実
な推進を図ります。

②子育て世代への支援

【保健福祉Ｇ】 軽減について、国や道に要望します。
⑵子育てに関する相

談・指導の充実

①育児に関する相談体制

の充実

【児童支援Ｇ】

子育て支援センターへの直接電話や
来所による相談を受け付け
安などの解消を図ります。

②子育てサポートボラン

ティアの人材養成

【児童支援Ｇ】

子育て支援センターで託児が必要な

足しているため、養成を図ります。
③児童虐待の早期発見と

速やかな保護をはかる相

談体制の充実

【児童支援Ｇ】

各児童福祉施設や幼稚園又は児童の
健診時などを通じ児童虐待などの早期

④虐待防止支援体制の充

実

【児童支援Ｇ】

児童虐待と思われるケースについて
は、要保護児童対策地域協議会等と協議
の上、対策を講じます。

⑶保育園(所)の充実 ①特別保育を含めた保育

園(所)の充実

【児童支援Ｇ】

保育園での一時預かりや障がい児保
育を実施します。
保護者の労働実態により保育の必要

。
少子化で児童数が減少する中で保育

含めた今後のあり方を検討します。
②保育料軽減など子育て

世代への支援

【児童支援Ｇ】

の軽減を図って参ります。

施策



４０

③０歳児保育・休日保育の

推進

【児童支援Ｇ】
保育を実施します。

改築等の際に検討します。
⑷学童保育の充実 ①学童保育所の充実

【児童支援Ｇ】 福祉増進を図ります。

有施設の拡大の可能性を探りながら今

②児童センターの充実

【児童支援Ｇ】
地域の子ども達に健全な遊び場を提

供します。
⑸ひとり親福祉の充

実

①ひとり親家庭への相談

体制の充実

【保健福祉Ｇ】

児童扶養手当の申請受付、ひとり親家

②母子家庭への就労支援

【保健福祉Ｇ】 就労情報の提供と支援を実施します。
⑹母子保健の推進 ①妊婦健診や乳幼児健診

等による母子保健の推進

【保健福祉Ｇ】

康推進を図ります。
②経済的支援の充実

【保健福祉Ｇ】
妊産婦や子育て家庭の経済的負担を

軽減し、子育てを支援します。
⑺家庭における食育 ①健全な食生活の推進

【保健福祉Ｇ】
食育に関する情報提供や 等

を開催し、子どもたちが生涯にわたり健
康で質の高い生活を送ることができる
よう食育を推進します。

計画の名称 計画期間

美幌町子ども・子育て支援事業計画 平成２７年度～平成３１年度

美幌町第Ⅱ期健康増進計画 平成２５年度～平成２９年度

第４期美幌町障がい福祉計画 平成２７年度～平成２９年度

関連する計画



４１

に進む高齢化、生活習慣病の増加や、要介護高齢者の増加などが大きな課題となっています。

健康増進計画」を策定し、乳幼児期から高齢期まで、それぞれのライフステージにおける健康課

を図りながら環境整備や健康づくりに取り組んでいます。

の健康を重点課題とし、取り組むべき具体的な目標を設定し、健康づくりの推進を図っています。
誰もが健康で生き生きとした生

○毎日を楽しく健康に
から高齢者まで、心身共に健やかで希望や生きがいを持ち、それぞれが望む「健康」を得るこ
とができるよう健康づくりを推進します。

○保健福祉の総合相談と健康づくりの実践機能を統合した保健福祉、地域活動の中核施設であり、
「健康づくり」「高齢者福祉」「障がい福祉」「児童福祉」「社会福祉」「地域福祉」の６つの機

健康増進、福祉向上を推進します。

○

満足度(H26まちづくりアンケート）/健康づくりや病気の予防対策

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)

健康教育実施回数（概ね64歳以下対象） H26 32回 35回 35回 35回

満足

5.3%
やや満足

17.6%

普通

57.9%

やや不満

6.8%

不満

4.1%

分からない

6.2%

無回答

2.2%

２－５ 保健予防対策の推進
現状と課題

基本的な考え方と指標
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施策の区分 施策の内容

⑴総合的な保健体制

の充実

①健康づくりの推進や保

健医療体制の整備充実

【保健福祉Ｇ】 の連携充実及び活動の推進を図ります。
⑵保健予防、保健指導

の推進

①生活習慣病予防のため

の各種健（検）診等の実施

と生活改善に向けた保健

指導の実施

【保健福祉Ｇ】

各種がん検診や健康診査及び健康相
談、保健指導などを実施するとともに、
受診しやすい体制を整備することによ
り生活習慣病の予防、疾病等の早期発

図ります。
②総合的で連携を強化し

た地域保健、学校保健、職

域保健の推進

【保健福祉Ｇ】

地域、学校、家庭、企業が連携し、健
康課題や対策に取り組むことにより、健
康づくりの推進を図ります。

③予防接種による感染症

予防

【保健福祉Ｇ】
及するとともに発生、蔓延及び重症化を

により健康増進を図ります。
⑶介護予防の推進 ①生活習慣病や認知症を

予防する生活の理解と自

ら健康づくりに取り組め

る環境の整備等

【保健福祉Ｇ】

保健福祉総合センターを活用した各種

及啓発や認知症予防ボランティアによ
る事業の充実により介護予防を推進し
ます。

⑷介護予防マネジメ

ント体制の確立

①介護予防ケアプランの

作成

【保健福祉Ｇ】

地域包括支援センター職員のスキル

認定者の増加に伴い、センター職員の
充実を図ります。

⑸健康づくりの推進 ①ヘルスリーダーの養成、

育成及び活動の推進

【保健福祉Ｇ】

ヘルスリーダーの人材確保に努める

全な食生活を送ることができるよう健
康教育を主体的に企画実践し、健康増進
を図ります。

②地域における健康づく

りの推進

【保健福祉Ｇ】

「美幌町健康増進計画」に基づくライ
フステージ※に応じた健康づくりの推進
のため、健康相談、出前講座や各種教室
を実施し、総合的な健康づくりを推進し
ます。

施策



４３

（健康づくりの総合的、計

画的推進）

【保健福祉Ｇ】

健康課題を分析・評価しながら、必要
な施策を検討し、取り組んで参ります。

③質の高い健康運動指導

体制の充実

【保健福祉Ｇ】

健康運動指導士の確保に努めるとと
もに、運動指導員への研修等により健康
運動指導体制の向上を図ります。

④保健福祉総合センター

の施設整備及び充実

【保健福祉Ｇ】
康づくりの中核施設としての機能を維
持するため施設の整備、充実を図りま
す。

※ライフステージ：幼年期・児童期・青年期・壮年期・老年期といった、年齢にともなって変化する生活
段階。

計画の名称 計画期間

美幌町高齢者保健福祉計画・第６期介護保険事業計画 平成２７年度～平成２９年度

美幌町第Ⅱ期健康増進計画 平成２５年度～平成２９年度

関連する計画



４４

12 改築し医師8名、6
人科・整形外科・眼科）体制によりスタートし、経営改善により患者数が増加したものの、医師
の退職や非常勤化、科の休診などにより患者数が減少しました。その後、医師招へいの取組によ
り 、平成27 は、10

10名及び非常勤医師２名体制がスタートし、今後は事業収益の向上が大きく期待されています。
また、病院改築時の施設・ 22

25

○

○

に努めます。

満足度(H26まちづくりアンケート）/医療環境

満足

4.1%
やや満足

10.3%

普通

34.4%やや不満

24.2%

不満

22.5%

分からない

2.6%

無回答

1.8%

２－６
現状と課題

基本的な考え方と指標



４５

満足度(H26まちづくりアンケート）/国保病院の充実

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)

医師数 H27 10人 12人 12人 12人

診療科数 H27 10科 11科 11科 11科

施策の区分 施策の内容

⑴国民健康保険病院

の充実

①固定医師の確保

【国保病院】
ホームページによる医師募集やイン

ターネットを活用した募集広告の掲載
など招へい活動に取り組み、眼科医師の
常勤化や産婦人科医、麻酔医の招聘に努
めます。

②新たな診療科の検討

【国保病院】

を検討するとともに、非常勤医師による
専門外来・特殊外来の開設を検討しま
す。

③施設・設備や医療機器の

充実

【国保病院】

機器の導入を進めます。
（国保病院の医療提供体

制、医療機器の充実）

【国保病院】

医師確保については、今後も継続して
実施します。産婦人科医の招聘及び眼科

備する予定で、整形外科・脳神経外科・
MRI

満足

3.2%
やや満足

8.0%

普通

25.8%

やや不満

25.2%

不満

30.0%

分からない

6.4%

無回答

1.4%

施策



４６

④医療従事者等の育成確

保

【国保病院】

う事務局体制の強化を図ります。
⑤新たな収支改善対策の

推進

【国保病院】

これまでの経費節減・抑制対策の検証

病院改革プランの作成に取り組みます。
⑥病床機能の見直し検討

【国保病院】

の一部転換について検討を進めます。ま
た、病診連携を推進するため、開放型病
床（オープンベッド）の設置についても
検討を進めます。

⑵保健・医療・介護・

福祉との連携強化

①地域包括ケアの推進

【国保病院】

介護支援事業所を設置し、退院後のケア
プラン作成に取り組みます。

る相談体制の充実に努めます。
（地域包括ケアシステム

の確立）

【保健福祉Ｇ】

地域の特性を活かしながら、地域にあ

う引き続き取り組んで参ります。

⑶広域医療体制の充

実

①病診・病病連携強化

【国保病院】

に努めます。
（病病、病診等地域医療連

携の推進）

【国保病院】

病院改革プランで地域包括ケアの推

護事業所の設置や訪問看護師の採用な
どマンパワーの充実を図ります。地域医

合わせ、地域連携システムの導入で保



４７

⑷救急医療体制の充

実

①国保病院における救急

医療体制の充実

【国保病院】
するため、休日の常勤医師による救急診

⑸医療従事者等の確保対策の推進

                  【新規】

【保健福祉Ｇ】

⑹医療、保健、介護、福祉ネットワークの確立

                  【新規】

【保健福祉Ｇ】

あり、引き
続きネットワーク形成構築のための研
究を進めて参ります。

計画の名称 計画期間

美幌町立国保病院改革プラン（予定） 策定年度～平成32年度

関連する計画



４８

［環境共生、環境保全］

の状態であり、今後、家庭や事業所での導入を進めてい
くことで温室効果ガス発生の抑制及び地球温暖化防止に努めていくことが必要です。

、町内２箇所を、貴重な自然が残るとして環境緑地保護地区に指定しており、委嘱さ
れた自然保護監視員が定期的に巡回して自然保護に努めています。

に対し指導しています。
［環境美化］

各自治会、企業、団体等により 清掃活動が また、自治会
連合会衛生部会と共同

は未だに発生している状況です。
緑化・花いっぱい運動については、 るほか、

［火葬場、墓地］

墓地、墓園のうち、柏ヶ丘霊園、びほろ霊園、市街共同墓地は残区画数が少なくなっているも
、残区画数は横ばいとなっています。特に柏ヶ丘

霊園、市街共同墓地では、市街地から近いことなどから、返還区画を希望される方もいます。
火葬場施設（望岳苑斎場）は、美幌・津別広域事務組合の施設で、平成6 11月に建築され
てから20

進めることが
必要です。

○地球温暖化の防止に向けた取り組みを各分野と連携を図りながら地道に取り組んでいきます。
また、自然環境への負荷の軽減及び保護に努め、地域が一体となって環境共生のまちづくりを
進めます。

○地域、各種団体と 未然防止や環境美化の推進に努めるとともに、植樹・花
ら地域の緑化推進を進め、美幌町の名にふさわしい

「美しい」まちを目指します。

○宗派、祭祀、儀礼にこだわりのない共同墓地及び霊園、特に市街地の二霊園及び一共同墓地は、
等

２－７ 生活環境保全・緑化活動の推進
現状と課題

基本的な考え方と指標



４９

○ 、
ます。

満足度(H26まちづくりアンケート）/自然環境の保護(森林･川など)

満足度(H26まちづくりアンケート）/環境問題への取り組み（新たなエネルギー、省資源など）

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)

町の事務事業に伴う
温室効果ガス排出量

H25
8,002,938
kg-CO2

7,095,000 
kg-CO2

7,095,000 
kg-CO2

7,095,000 
kg-CO2

施策の区分 施策の内容

⑴環境共生に向けた

総合的な取り組み

①地球温暖化防止に向け

た取り組みの推奨

【環境生活Ｇ】

公共施設において照明器具のＬＥＤ
化を推奨していきます。

用による二酸化炭素の削減を目指しま
す。

⑵自然環境の保護 ①自然環境保護に対する

地域による取組への支援

【環境生活Ｇ】

地域のボランティアによって、魚無川

環境緑化保護地区の保全を進め、貴重
な自然が失われないよう努めていきま
す。

満足

9.6%

やや満足

16.7%

普通

56.0%

やや不満

6.4%

不満

2.5%

分からない

7.3%

無回答

1.6%

満足

3.6%
やや満足

11.2%

普通

49.9%
やや不満

14.1%

不満

5.9%

分からない

11.7%

無回答

3.6%

施策



５０

⑶公害の防止 ①関係機関との連携によ

る巡視活動の強化と公害

に関する企業の危機管理

意識の醸成促進

【環境生活Ｇ】

関係機関との連携に努めます。
公害発生を未然に防ぐための監視活

動を実施していきます。
騒音、振動等の発生源である原因者に

⑷環境美化活動の推

進

①地域における清掃活動

【環境生活Ｇ】
関係団体との連携を図り、

掃の実施を支援します。

います。
⑸不法投棄対策の推

進

①不法投棄の未然防止と

早期発見対策

【環境生活Ｇ】

投棄対策の強化を図ります。
⑹花や緑による景観

の向上及び緑化の推

進

①花による景観づくりの

推進

【環境生活Ｇ】

フラワーマスター連絡協議会と連携
し、花いっぱい運動の推進を図ります。
自治会、公共施設を対象として花苗の

します。
②緑の保全、回復及び緑化

推進の取り組み

【環境生活Ｇ】

関係部署との連携による市街地の空

備を図ります。
③緑化推進活動の取り組

み

【環境生活Ｇ】
の創出活動を実施します。

⑺霊園の維持管理 ①利用状況に応じた霊園

の整備

【環境生活Ｇ】

柏ヶ丘霊園、市街共同墓地、びほろ霊
園の残区画数の推移を踏まえて、びほろ

⑻火葬場施設整備事

業

①火葬炉及び付帯設備の

整備

【広域組合】

20

設備の改修計画を策定し計画的に整備
します。



５１

計画の名称 計画期間

第２期美幌町地球温暖化防止実行計画 平成２５年度～平成２９年度

美幌町緑の基本計画（予定） 平成２９年度～

第７期美幌町緑化推進計画 平成２３年度～平成３２年度

関連する計画



５２

ごみの収集は、一般ごみ、その他プラごみ、資源ごみ、粗大ごみと区分され、粗大ごみは申込

また、

○ いままで以上にごみ分別の
徹底とマナーの向上を図り、 ます。

満足度(H26まちづくりアンケート）/ごみの収集、リサイクル

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)

廃棄物処理場埋立ごみ量 H26 7,011トン 6,460トン 6,299トン 6,137トン

施策の区分 施策の内容

⑴ごみ処理体制の充

実

①分別の徹底に向けた取

組と効率的な収集の実施

【環境生活Ｇ】

まち育出前講座などの実施や町広報
紙、パンフレット等を通じて、ごみに関
する を深め、排出マナーの向

努めます。

②ごみ処理施設の適正な

維持管理

【環境生活Ｇ】
への対応に取り組み、施設の適正な維持

満足

19.6%

やや満足

23.9%

普通

31.6%

やや不満

13.0%

不満

10.0%

分からない

0.6%
無回答

1.4%

２－８
現状と課題

基本的な考え方と指標

施策



５３

⑵ごみの減量化とリ

サイクルの推進

①ごみの減量化とリサイ

クルの推進

【環境生活Ｇ】
による分別手法の検討を進

めます。

リサイクル推進ボランティア指導員

計画の名称 計画期間

美幌町一般廃棄物処理基本計画 平成１５年度～平成３６年度

第７期美幌町分別収集計画 平成２６年度～平成３０年度

関連する計画



５４

また、今後の国保運営については、道が担うこととなる方向性が示されていることから、道と

と おり、美幌町で
は

○

○健診の周知や重要性を町 特定健診などの各種検診等の充実を図り、
費の抑制に努めます。

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)

国民健康保険１人当たり給付費 H25 297,662円 294,685円 291,738円 288,821円

施策の区分 施策の内容

⑴国民健康保険事業

の推進

①国民健康保険事業の健

全な運営と適正な課税及

び収納

【環境生活Ｇ】

発を図ります。

指導やチェック体制の充実を図ります。
保険税の負担の公平性の実現に向け

て、適正な課税及び収納に努めます。
⑵高齢者医療制度の

推進

①後期高齢者医療保険制

度の推進

【環境生活Ｇ】

用を図ります。

計画の名称 計画期間

第２期美幌町国民健康保険特定健康診査実施計画 平成２５年度～平成２９年度

２－９ 社会保障による支援
現状と課題

基本的な考え方と指標

施策

関連する計画



５５

［企業誘致及び地元企業の育成］

企業誘致に関しては、経済的及び社会的情勢などにより企業進出数が伸び悩んでいる状況にあ

活動が必要です。
また、研修活動への参加支援や商工会議所による経営相談及び経営指導など、地元企業の育成
を図っていますが、今後も、地元企業を支えていくことが必要です。

［雇用促進、勤労者福祉］

季節労働者に対するセミナーを開催し、 少なく、

また、雇用に関連する施策などの情報収集に努め、町内の雇用促進増を図ることが求められて
います。

○産業の創出と企業の誘致、新規起業者の支援などにより雇用の創出を促進し、地域経済の活性
化を図ります。

○経営相談及び経営指導の強化などにより、地元企業の育成を図ります。

○ などの活動を支援するとともに、、勤労者福祉の向上を推進しま
す。

○ ると
ともに、職業訓練・研鑽の場の提供により、技能の向上及び労働環境の向上の推進を図ります。
また、

○世代別や分野別などによる求人と求職をスムーズに展開
的な雇用の促進支援を図ります。

満足度(H26まちづくりアンケート）/企業誘致や起業の支援

満足

1.4%
やや満足

2.3%

普通

38.3%

やや不満

16.5%

不満

14.0%

分からない

24.5%

無回答

3.1%

３ まちの資源や持ち味を、活
３－１ 雇用の拡大、安定
現状と課題

基本的な考え方と指標



５６

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)
町内に進出した企業数
（指定管理者等含む）

Ｈ26 0社 1社 2社 3社

季節労働者の動向
（通年雇用者数の増加）

Ｈ25 579人 550人 510人 480人

※企業数の目標値は累計

施策の区分 施策の内容

⑴企業誘致の推進 ①企業誘致につながる情

報収集の強化

【商工観光Ｇ】
や「東京美幌会」「さっぽろ美幌会」な

本町の特性をＰＲし企業誘致に努めま
す。

②町の資源や特性を活か

せる企業の誘致

【商工観光Ｇ】
や地域の特性（災害の少なさなど）を活
かし、データセンターやバックアップセ
ンター※などの情報関連産業の誘致を推
進します。

⑵地元企業の育成 ①経営相談及び指導の強

化

【商工観光Ｇ】

美幌商工会議所をはじめ、オホーツク
地域中小企業ネットワークに参画する
関係団体との連携強化を図り、人材育成
や経営改善の推進を図ります。

②助成制度等における地

元企業への優先発注

【商工観光Ｇ】

促進事業や店舗リフ

を優先するなど、技術向上機会の増幅や
地域経済の活性化により地元企業の育
成を図ります。

⑶雇用、労働対策の推

進

①技術（資格）の取得支援

による雇用の促進

【商工観光Ｇ】

町内外の職業訓練校を支援し、労働者
の技能の向上を図ります。

②離職時期における就労

機会の提供の推進

【商工観光Ｇ】

季節的雇用を余儀なくされる労働者
に、就労機会の提供を推進し、生活の安
定を図ります。

③勤労者福祉の向上の推

進

【商工観光Ｇ】
など勤労者福祉の向上を推進します。

施策



５７

⑷（人材）登録制度に

よる雇用促進支援

①世代別・分野別などの

「人材の登録制度」による

スムーズな雇用促進支援

【商工観光Ｇ】

世代別や分野別などによる求人と求
職をスムーズに展開できる「人材の登録

促進支援を図るとともに、労働環境の向
上を図ります。

⑸起業や新たな事業

化、販路拡大の促進

①販路拡大に係る支援･強

化

【商工観光Ｇ】

町内外の物産展やイベント時等にお

②新規起業者に対する支

援制度の充実

【商工観光Ｇ】

新規起業者に対する中小企業融資（貸

内において起業（開業）する方を支援し
ます。

③第１次産業と他産業と

の連携促進支援

【商工観光Ｇ】

既存企業の育成に係る協議会などを
通じて、基幹産業である農業と関連した
他産業との連携の促進を支援し、経営の
安定や地域経済の活性化を図ります。

⑹地域資源を活用し、若者の雇用の場を創出

                  【新規】

【商工観光Ｇ】
及び団体からの情報収集を強化し、地域
資源を活かした農畜産物加工などの企
業の誘致を推進するとともに、6次産業
化を推進することにより雇用の場の創
出に努めます。

が起業しやすい環境づくりに努め、雇用
の創出を促進します。

※データセンターやバックアップセンター：大量のデータを安全に保管するための専用施設やそれを運営
する事業。

計画の名称 計画期間

美幌・大空・津別地域産業活性化基本計画 平成２６年度～平成３０年度

関連する計画
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［農業］

の多くを占めています。

人の育成・確保、新規農業従事者や経営継承方式による新規就農者などの担い手の確保やパート
ナー対策が重要であり、パートナー対策として農業体験実習生の受入を始め、農業担い手対策協

経
営参加を促すことが必要です。
また、有害鳥獣による農作物被害が増加しており、特にエゾシカの食害による農作物被害が深
刻になっています。
農業が持続的に発展していくためには、環境に配慮した対策が求められており、堆肥など有機

ーン農業への積極的な取組が必要です。
新たな高収益型新規作物を導入した複合経営や新技術の導入など、これまでにない高収益作物
への取組が必要です。また、農業経営の改善と所得向上を図るため、地域の特色ある農産物を活

［畜産］

価格の高騰などにより、経営環境はこれまでにもまして厳しい状況にあります。こうした状況に
対応していくためには、防疫体制の充実・強化による消費者から信頼される安全・安心な畜産物

取組が必要で
す。

の取り組みが必要です。
［基盤整備］

生産性の高い農業基盤を確
り、そのためには、環境との調和に配慮しな
ていくことが必要です。

３－２ 農業の振興
現状と課題
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○将来にわたり持続可能な地域農業を発展させ、安定した農業を展開するために、農業農村を支

緑肥作物

○有害鳥獣による被害の増大は農業者の営農意欲の衰退や農業所得の減少を招くことから、エゾ

に努めます。

満足度(H26まちづくりアンケート）/農業の振興

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)

農畜産物販売実績額
H20～H26
(7中5年)

9,747百万円 9,830百万円 9,915百万円 10,000百万円

新規就農者数
（新規農業従事者含）

H26 3人 3人 4人 5人

※「(7中5年)」：7年の内の５か年の平均

施策の区分 施策の内容

⑴農業生産環境の保

全・整備

①一般農作物原・採種圃設

置の推進

【農政Ｇ】

種圃を設置する農家の確保に努めます。
②農村地区環境保全対策

事業の推進

【農政Ｇ】

地球温暖化や生物多様性保全等に取
り組む農業者に対して追加的なコスト
を支援します。また、化
低減が難しく取り組む農家が増えない

やＪＡ

めます。

満足

3.0% やや満足

8.1%

普通

49.1%やや不満

11.3%

不満

4.1%

分からない

22.0%

無回答

2.5%

基本的な考え方と指標

施策
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③農業生産活動環境対策

事業の推進

【農政Ｇ】
ります。関係

保全に努めます。
④農作物への食害防止対

策

【農政Ｇ】
鳥獣被害対策実施隊員による駆除を実
施し、農作物被害の減少に努めます。

⑵担い手の育成確保

と生産性の向上

①担い手対策及び花嫁対

策の推進

【農政Ｇ】
いる現状であることから、経営継承方式
による新規就農者の育成や農業従事者
の確保に努めます。また、農業担い手対
策協議会や関係機関・団体と連携を図

体験実習生の受け入れをし、独身後継者

に努めます。
②農地流動化対策の推進

【農政Ｇ】 事業を実施し、人・農地プランに定める
地域の中心的経営体や農業生産法人な

農家の規模拡大や経営安定に努めます。
③コントラクター事業の

推進

【農政Ｇ】

農産物の収穫や耕起等の農作業を請
け負う組織（コントラクター）への支援

めます。
④気象情報提供の推進

【農政Ｇ】
営農活動において気象情報は欠くこ

とのできない情報となっており、携帯電
話からもアクセス出来る気象情報を提

の向上
に努めます。

⑤農業経営に関する支援

体制の充実

【農政Ｇ】
の美幌町、津別町、大空町の農業関係機
関・団体で組織する三町農業推進協議会
を

に向け
た指導体制の充実に努めます。

⑥農作業の共同化・農業機

械の共同利用の推進

【農政Ｇ】

各種補助事業を活用し、共同で農作業

と経費節減を図り、農業経営の安定化に
努めます。
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⑦法人化の推進

【農政Ｇ】
担い手育成協議会主催による法人化

研修会や先進地視察研修会を通じ、地域

します。
⑧新規就農者支援の推進

【農政Ｇ】 綱に基づき、対象となる新規農業従事者
や新規就農者に対して、農作業機械の購
入や資格取得
の確保育成に努めます。

（農業後継者への支援）

【農政Ｇ】

農外からの新規就農の形態は、農業経
営継承方式を基本とし、新規就農支援チ

い、新規就農者への農地や施設等の確保
に努め、また、就農後の営農支援やフォ

⑨家族経営協定の推進

【農政Ｇ】
家族経営にたずさわる世帯員が意欲

とやりがいを持って、対等に経営に参画

に、家族経営協定の締結を推進します。
⑶新たな農業の展開 ①みらい農業センターに

よる新規農作物の実証試

験

【農政Ｇ】

高収益型新規作物を導入した複合経
営や新技術の導入により農業所得の向
上・安定化を図るために高収益型新規農
作物の実証試験に努めます。
また、主要畑作３品では、新品種栽培

試験や環境に優しい施肥低減栽培法に
ついても効果を実証し、地域への提案を

②ＩＴロボットの推進

【農政Ｇ】
ＧＰＳなどＩＴ関連の機械の導入を

③６次産業化の推進

【農政Ｇ】
農業経営の改善と所得向上を図るた

め、関係機関と連携し情報提供等に努め
ます。

④親子や子ども等への農

業体験の推進

【農政Ｇ】

【耕地林務Ｇ】

連携を図りながら親子ふれあい農園、子
ども農業学校及び田んぼの学校を開催
し、農業にふれ合う場の提供に努めま
す。

⑷食の安全・安心対策

推進

①地場産農産物の消費推

進

【農政Ｇ】

学校給食での地元農産物の使用や、収
穫祭の開催を支援します。
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②クリーン農業の推進

【農政Ｇ】 コファーマーの認定者や生産集団によ

推進します。また、家畜排せつ物を有機
資源として有効活用する農畜連携の取
組など、安全・安心な農畜産物の生産と
地下水汚染防止に向けた、土づくりに努
めます。

⑸畜産の振興 ①乳用牛の検定の推進と

生産振興

【農政Ｇ】

②酪農ヘルパーの利用促

進

【農政Ｇ】
農従事者の労働負担の軽減に努めます。

③公共牧場利用の促進

【農政Ｇ】
る

共牧場としての有効活用と機能維持に
努めます。

④家畜防疫衛生対策の推

進

【農政Ｇ】

家畜伝染病自衛防疫組合による予防
接種の実施など、家畜飼養者及び関係機
関・団体が連携し、家畜伝染病発生の未
然防止に取り組みます。

⑤肉用牛の生産振興

【農政Ｇ】

整備により、美幌産和牛の資質向上と市

の安定と生産者の経営意欲の向上に努
めます。

⑹農業地域の土地利

用

①生産基盤の整備

【農政Ｇ】 的な生産基盤の整備や農業近代化施設

環境整備に努めます。
⑺生産基盤の保全・整

備

①畑総事業等による土地

基盤整備事業の推進

【耕地林務Ｇ】

土地基盤整備を推進し、生産性の高い
農地を目指します。

②多面的機能支払事業の

推進

【耕地林務Ｇ】

農道の草刈り・土砂上げ及び軽微な補修

的機能の維持・発揮を図ります。
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③農地保全の推進

【耕地林務Ｇ】

④国営かんがい排水事業

の推進

【耕地林務Ｇ】
用水を推進し、作物の生産性や品質の向
上を図ります。

（国営網走川中央地区調

査事業の推進）

【耕地林務Ｇ】

直轄事業として網走川中央地区の用

への有効活用を図ります。

⑻環境共生に向けた

総合的な取り組み

①営農用水確保のための

調査、研究

【耕地林務Ｇ】
汎用田

を図ります。

計画の名称 計画期間

農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想 平成２６年度～

美幌町鳥獣被害防止計画（予定） 平成２８年度～平成３０年度

第４次美幌町農業振興計画 平成２４年度～平成２８年度

美幌町農業振興地域整備計画書 平成２６年度～

美幌町酪農・肉用牛生産近代化計画書 平成２３年度～平成３２年度

関連する計画
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、
要です。また、国際認証であるFSC○Ｒ

ます。

るとともに、木質 （ボイラー・ストーブ・発電等）の普及を図る
必要があります。

○国際認証であるFSC○Ｒ

○
と木質バイオマス※の資源活用に努めます。

※木質バイオマス：バイオマスとは再生可能な生物由来の有機性資源（化石燃料は除く）のことで、ここ
では、木の伐採や造材の際に発生する伐根、枝葉、端材などのこと。

満足度(H26まちづくりアンケート）/林業の振興(森林の保全､活用)

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)

町内における認証材の出荷量 H26 3,756ｍ3 6,000ｍ3 6,000ｍ3 6,000ｍ3

満足

3.0% やや満足

7.0%

普通

51.9%やや不満

7.1%

不満

1.8%

分からない

26.3%

無回答

2.8%

３－３
現状と課題

基本的な考え方と指標
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施策の区分 施策の内容

⑴森林の整備 ①森林環境保全整備

【耕地林務Ｇ】

②計画的な町有林造成

【耕地林務Ｇ】
FSC○Ｒ

規定に基づき、環境に配慮して計画的に

③野鼠駆除の実施

【耕地林務Ｇ】

⑵付加価値の向上 ①森林認証林の拡大

【耕地林務Ｇ】 拡大を図ります。
②FSC○R森林認証取得等に

よる地域材ブランド化

【耕地林務Ｇ】

の普及促進を図り、地域ブラ
ンド化を図ります。

（森林認証を基盤とした

林業の活性化）

【耕地林務Ｇ】

国際基準である「FSC
基軸に取組を推進し、環境に配慮して生
産された木材・木製品の付加価値の向上
を図ります。

③CoC認証取得の推進

【耕地林務Ｇ】
FSC○Ｒ

の開発を進め、地材地消による地場産材

⑶経営の近代化・効率

化の推進

①林業グループの育成・組

織強化及び青年林業士を

活用した林業後継者の育

成強化

【耕地林務Ｇ】

後継者の育成を図り
研修を実施することにより強化を図り
ます。

②林産物加工施設整備

【耕地林務Ｇ】

施設等の整備を実施します。
⑷森林の有効活用 ①未来を拓く森林づくり

事業の推進

【耕地林務Ｇ】
づくりに参画する機会が増えているこ
とを好機とし、今後も企業の森づくりを
推進します。

②木とふれあう場所の整

備

【耕地林務Ｇ】

森づくりや木とふれあう場づくりを

子供達が学べる場を増やします。

施策
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⑸木質バイオマスの

普及促進

①木質の利活用推進

【耕地林務Ｇ】
地産地消を推進するために、バイオマ

スボイラー、ペレットストーブ等の普及

うに推進します。

計画の名称 計画期間

美幌町森林整備計画 平成２３年度～平成３３年度

美幌町特定間伐等促進計画 平成２５年度～平成３２年度

関連する計画
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新エネルギーの中でも「太陽光発電」はもっとも身近な新エネルギーであり、太陽光発電シス
が設置されている状況であります。

今後も地球温暖化防止に向けた取り組みとして、「太陽光発電」や「木質バイオマス（ペレッ
トストーブなど）」を中心に普及・啓発の推進を図ることが必要です。
また、平成27
う必要があります。

○「木質バイオマス」や「太陽光発電」などの地域特性を活かした「新（再生可能）エネルギー」
の導入促進を図るとともに、環境教育・普及啓発などにより低炭素地域づくりを推進します。

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)

住宅用太陽光発電設備の設置件数 H26 206件 270件 330件 370件

施策の区分 施策の内容

⑴環境共生に向けた

総合的な取り組み

①ソーラー資源の活用

【商工観光Ｇ】 さを活かした「太陽光発電システム」の
導入促進を図ります。

②「木質バイオマス」及び

「太陽光発電」などの導入

促進

【商工観光Ｇ】

「第２次美幌町地域新エネルギービ
ジョン」に基づき、「木質バイオマス」
及び「太陽光発電」などの導入促進を図
ります。

③新エネルギーに関する

大学等関係機関との連携

強化

【商工観光Ｇ】
関との連携を強化し、指導・助言のもと
低炭素地域づくりを推進します。

④新エネルギーに関する

環境教育及び普及啓発

【商工観光Ｇ】

新エネルギー
ための環境教育及び普及啓発に努めま
す。

計画の名称 計画期間

第２次美幌町地域新エネルギービジョン（予定） 平成２８年度～平成３８年度

３－４ 新エネルギーの推進
現状と課題

基本的な考え方と指標

施策

関連する計画
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［商業］

進していくことが必要です。
ついては、町外イベントに参加する際の負担軽減として助成を

より多くの新しいイベントへの参加が出来る
よう検討しています。
また、町内における消費の拡大を促進するために「スマッピーカード」による“ポイント制”や

さらなる消費の拡大につなげることが課題となっています。
［中心市街地］

町内には４つの商店街があり中心市街地を構成していますが、大規模小売店舗の進出や町外へ

必要があります。
［工業］

本町の工業は、基幹産業である農業に関連した食品加工業をはじめ、鉄筋・鉄骨やコンクリー
雇用の創出に

貢献しています。

○ す。

○平成16 「中心市街地活性化基本計画」
現在までの各取り組みの必要性や緊急性、集客施設の整備などの新たに取り組むべき課題を関
係機関・団体等と協議し、中心市街地活性化事業を進めます。

○
中心市街地の活性化を図ります。

○地元企業の育成と第1次産業などの他産業との連携により、経営の安定化を図ります。

３－５ 商工業の振興
現状と課題

基本的な考え方と指標
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満足度(H26まちづくりアンケート）/商工業の振興

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)

起業家件数 H26 0件 10件 15件 20件

※目標値は累計

施策の区分 施策の内容

⑴経営基盤の強化、経

営の近代化

①中小企業融資･助成制度

の充実

【商工観光Ｇ】
係機関と連携を密にし、経済状況等の変

ります。
②経営相談･指導の強化

【商工観光Ｇ】
美幌商工会議所をはじめ、オホーツク

地域中小企業ネットワークに参画する
関係団体との連携強化を図り、人材育成
や経営改善の推進を図ります。

③既存企業の振興促進

【商工観光Ｇ】
店舗リフォーム促進事業などにより、

町内の商工業の振興を促進し、地域経済
の活性化を図ります。

（店舗リフォーム、起業家

支援の創設）

【商工観光Ｇ】

ーム促進支援事業」及び「起業家支援事
業」により空き店舗の活用促進を図り、
商店街の活性化を推進します。
また、アンケート調査の実施などによ

り、時代に即したニーズの把握に努めま
す。

⑵商店街の魅力向上 ①空き店舗の活用促進

【商工観光Ｇ】
店舗リフォーム促進支援事業や空き

店舗家賃補助、さらには調査結果を踏ま
えた情報の発信、空き店舗所有者との連
携強化などにより、活用促進を図りま
す。

満足

1.1%
やや満足

4.3%

普通

46.6%
やや不満

17.1%

不満

9.2%

分からない

18.5%

無回答

3.2%

施策



７０

②商店街の景観形成の整

備推進

【商工観光Ｇ】

商店街において緑化活動などを通し
た環境美化に取り組み、きれいな商店街
の景観づくりを推進します。

③にぎわいの駅整備に関

する調査･検討

【商工観光Ｇ】

中心市街地エリアに集客機能の核と
なる施設の整備について、商工会議所等

います。
④賑わい、集客施設などハ

ード整備の推進

        【新規】

【商工観光Ｇ】

中心市街地の活性化と賑わいの創出
を促進するため、集客機能の核となる施
設の整備について、関係機関・団体と連
携を図りながら推進します。

⑤スマッピーカード、町内
消費拡大事業支援

【商工観光Ｇ】

スマッピーカード「プレミアムチャー
ジ事業」の支援を継続し、町内における
消費の拡大を促進します。
また、スマッピーカード加盟店の充実

ます。
⑥商店の情報発信の推進

【商工観光Ｇ】
商店街等のホームページの作成等を

推進し、地域に密着した情報等を発信す
ることにより、中心市街地の活性化を図
ります。

⑦宅配移動便利サービス

の充実

【商工観光Ｇ】

を感じている方々や住

た商店街形成の促進を支援します。
⑧中心市街地活性化基本

計画の検証及び事業の再

検討

【商工観光Ｇ】

関係機関・団体等と連携し「中心市街

時代に即した中心市街地活性化事業を
推進します。

⑶工業の振興 ①経営相談･指導の強化

【商工観光Ｇ】
美幌商工会議所をはじめ、オホーツク

地域中小企業ネットワークに参画する
関係団体との連携強化を図り、人材育成
や経営改善の推進を図ります。

②研究活動の充実

【商工観光Ｇ】
中小企業大学校旭川校への研修参加

を図ります。



７１

③稲美工業用地利用促進

【商工観光Ｇ】

本町の特性をＰＲし企業誘致に努めま
す。

④技術改善に対する支援

整備促進

【商工観光Ｇ】

過疎法等の適用による設備の新設又
は増設に対する固定資産税の課税免除
規定により、設備導入の促進を図りま
す。

計画の名称 計画期間

美幌・大空・津別地域産業活性化基本計画 平成２６年度～平成３０年度

美幌町中心市街地活性化基本計画 平成１６年度～

関連する計画



７２

26
は765,530

光の促進や街なかへの誘導などが課題であり、情報化社会に対応した積極的な情報の発信や本町

ありますので早急に修繕計画を策定する必要があります。さらに「峠の湯びほろ」においては、

○観光資源の維持・開発・向上に努め、持続可能な

○農業や商業など、他分野との連携により裾野の広い観光を展開し、地元産業の活性化を図りま
す。

○美幌峠から「みどりの村」までの観光資源を点から線、さらには線から面として展開する観光
を推進するとともに、美幌峠に集中している観光客の「街なか」への誘導を促進し、地域経済
の活性化を図ります。

○「道の駅」などの、集客及び情報発信等を目的とした
ます。

○ ついては、修繕計画を策定し計画的な修繕を実施すること

○地域の関係者が協働・連携したネットワークシステムの構築を図るとともに、地域において観
光振興の核となる人材の育成を促進します。

満足度(H26まちづくりアンケート）/観光の振興

満足

1.5%
やや満足

6.0%

普通

44.5%
やや不満

19.4%

不満

13.0%

分からない

13.3%

無回答

2.2%

３－６ 観光の振興
現状と課題

基本的な考え方と指標
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指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)

観光入込客数 Ｈ26 765,530人 790,000人 820,000人 850,000人

施策の区分 施策の内容

⑴総合的な推進体制、

ビジョンの確立

①「美幌町観光振興革新戦

略（第２次美幌町観光振興

計画）」の推進

【商工観光Ｇ】

時代に即した観光施策の計画的な推

②観光に係る企業、団体と

の連携強化

【商工観光Ｇ】

観光物産協会や商工会議所等の関係
団体等との連携を強化し、観光及び物産
の振興を図ります。

③広域観光に対応する関

係団体との連携強化

【商工観光Ｇ】

既存の広域観光協議会をはじめ、道東

興を図ります。

④観光振興のためのネッ

トワークシステムの構築

及び人材育成

【商工観光Ｇ】

総合的な観光の推進を図るためのネ
ットワークシステムの構築を図るとと
もに、地域において観光振興の核となる
人材の育成を促進します。

⑵既存施設や観光資

源の保全、有効活用

①既存施設の利用促進

【商工観光Ｇ】【農政Ｇ】

【耕地林務Ｇ】
を図るため、みどりの村、峠の湯びほろ、
美幌峠レストハウス、物産館ぽっぽ屋、

など

②美幌峠、美幌川などの観

光資源の保全

【商工観光Ｇ】

本町を代表する景勝地「美幌峠」や清

など、本町をアピールする観光資源の適

③「道の駅」などの集客及

び情報発信施設建設の検

討

【商工観光Ｇ】

などの集客及び情報発信等を目的とし
た施設の建設を検討し、地域経済の活性
化の促進及び賑わいの創出を推進する

ります。

④既存施設における計画

的修繕の実施及び有効利

活用

【商工観光Ｇ】

既存施設において修繕計画を策定し、
計画的な修繕を実施することにより施

施策



７４

⑤観光資源の点から線、面

への展開推進

        【新規】

【商工観光Ｇ】

「美幌峠」や「みどりの村」、さらに
は「白樺並木（通称：ロマンチック街道）」
などの観光資源をはじめ、町全体を面と
して捉えた観光を推進します。

⑥美幌ＩＣ周辺の情報休

憩施設の整備     

        【新規】

【商工観光Ｇ】

「美幌インターチェンジ」付近に、街な
かや美幌峠などへの誘導するための『情
報の発信』を中心とした施設整備につい
て、関係団体等と連携を図りながら調査

⑶観光情報の提供、サ

ービスの向上

①観光情報システムの推

進

【商工観光Ｇ】
情報の発信に努めます。

②観光ホスピタリティ（お

もてなしの心）の向上

【商工観光Ｇ】

ＪＮＴＯ（日本政府観光局）認定外国
人案内所として登録されている「美幌観
光案内所」を中心として、国内外からの
観光客に対する接遇などの充実を図り
ます。

③国際化に対応した観光

案内の充実

【商工観光Ｇ】

来日外国人に対する観光案内の充実
を図るため、英語･中国語版などのパン
フレットを作成するとともに、国際化に

の充実を図り
ます。

④宿泊施設の誘致

【商工観光Ｇ】
滞在型観光の推進を図るため、商工会

議所等の関係機関と連携を図りながら、
宿泊施設の誘致に努めます。

⑤滞在型観光の推進

        【新規】

【商工観光Ｇ】

関係団体等と連携を図りながら、「滞

推進します。
⑷観光イベントの魅

力向上

①観光イベントの充実

【商工観光Ｇ】
本町を代表する「美幌観光和牛まつ

り」や「びほろ夏まつり」などの観光イ

努めます。

計画の名称 計画期間

第２次美幌町観光振興計画（予定） 平成２８年度～平成３８年度

関連する計画



７５

本町では、農産物等を用いた地方資源活用型の工業が発展するなど、地域資源の活用がみられ
ますが、「美幌町の特産品」としてのイメージが薄いのが現状です。地域のイメージを高め、地
域の経済にも影響を及ぼす地域ブランドへの期待は、本町でも高まっています。品質の高い農畜

売者との連携により、町外、道外に工夫を凝らし取り組んでいます。
今後は、それぞれの団体の連携や、美幌
す。

○
び事業活動の活性化を図ります。

満足度(H26まちづくりアンケート）/特産品の開発、販売

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)

新たな特産品などの開発件数 H26 1件 3件 5件 7件

※目標値は累計

施策の区分 施策の内容

⑴地域特産品の開

発・育成

①研究機関、大学等との連

携による開発支援

【商工観光Ｇ】

オホーツク圏地域食品加工技術セン
ターなどの関係研究機関・大学等との連
携により、農畜産物をはじめ地域資源を
活用した特産品の開発を支援します。

満足

3.4%
やや満足

13.7%

普通

44.2%
やや不満

15.1%

不満

10.3%

分からない

10.7%

無回答

2.6%

３－７ 地域特産品の振興
現状と課題

基本的な考え方と指標

施策



７６

②地域資源活用型特産品
開発への支援強化

【商工観光Ｇ】

本町の質の高い農畜産物をはじめ、地
域資源を活用した特産品開発を支援し、

します。
また、ホームページなどを活用した特

ます。
⑵地域特産のＰＲ・販

売

①地場産品等の販路拡大

【商工観光Ｇ】
札幌市や首都圏を中心としたアンテ

ナショップ※などに出店しやすい環境整

地域産特産品の持つ優位性を活かし
く

す。
②物産展･物産関連イベン

トの参加促進

【商工観光Ｇ】

物産展･物産関連イベントに参加する
事業者に、経費の一部を助成し参加促進
を図り、特産品のＰＲに努めます。

③地域特産品の認知度の

向上

【商工観光Ｇ】 設を検討します。

※アンテナショップ：企業や地方自治体が、売れ行きの動向を探るために新製品や地場産品などを直営す
る店。
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消費生活問題に関しては、従来は高齢者がターゲットとなっておりましたが、急速なスマート
トラブルに関する相談を受ける機会が増えてき

する啓発・教育することが必要です。
また、平成26

○消費生活相談体制の充実・強化を図り、消費生活問題の未然防止に努めます。

○
強化を図ります。

満足度(H26まちづくりアンケート）/犯罪の防止、消費者の保護

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)

消費生活相談件数 H26 121件 110件 100件 90件

施策の区分 施策の内容

⑴消費者の保護 ①消費生活相談体制の充

実・強化

【商工観光Ｇ】

消費者協会などの関係団体等との連
携により、消費生活相談員の増員などに
よる体制の充実・強化を図るとともに、
速やかな情報提供などにより、消費生活
被害の未然防止に努めます。

満足

5.4%
やや満足

12.5%

普通

58.9%

やや不満

9.0%

不満

3.8%

分からない

8.2%

無回答

2.1%

３－８ 消費者保護の充実
現状と課題

施策

基本的な考え方と指標
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②若年層に対する啓発・教

育の強化

【商工観光Ｇ】

消費者協会との連携のもと、まち育出
前講座などを活用し、消費者自身が被害

ます。
③消費生活条例の制定に

向けた調査、研究

【商工観光Ｇ】

消費生活の安定及び向上など、消費者

を進めます。



７９

美幌町は、国道４本、道道６本が交わる道東の交通の要衝ですが、複雑に交差しており、町外

り、整備をすすめることが課題としてあげられます。

たしていない状況であり、予算･財源の確保の問題だけでなく、 、

○交通の要衝として 及び道道
の整備を の動向を的確に把握した上で要請します。国道・道道に接続する幹線町道

○

満足度(H26まちづくりアンケート）/道路や歩道の整備

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)

都市計画区域内町道の舗装化率 H26 95.98％ 96.1％ 96.4％ 96.7％

満足

4.1%
やや満足

11.9%

普通

35.8%やや不満

28.2%

不満

17.8%

分からない

0.7%
無回答

1.5%

４ 住みやすく、人が集まる基盤をつくるまちづくり

４－１
現状と課題

基本的な考え方と指標
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施策の区分 施策の内容

⑴国道・道道の整備 ①高規格幹線道路、地域高

規格道路、一般国道の整備

促進

【建設Ｇ】

関係機関等と連携して高規格幹線道

策、危険箇所の改修など安全・安心な地
域交通の確保について早期の整備を要
望します。

（高規格道路の高野への

延伸要請強化）

【建設Ｇ】
うとともに、中央官庁への陳情や情報収

ます。
②道道嘉多山美幌線改良

整備促進

【建設Ｇ】 き続き要望します。
③道道北見端野美幌線道

路改良整備促進

【建設Ｇ】

（豊岡地区）

狭隘の解消のため調査の推進と早期着
手を要望します。

美幌バイパスのインターチェンジと
あり、

ているこ
とから、広域ネットワークを形成するア

④国道・道道維持管理の充

実

【建設Ｇ】 ついて要望します。
⑵町道の整備 ①町道 770号道路の道道

昇格

【建設Ｇ】

旭通りは
が多発し、また、大正橋の幅員が狭く危

おり、道道と町道を振

②町道整備計画（中期的計

画）の策定

【建設Ｇ】
修など地域要望を勘案しながら優先順

す。

施策



８１

③町道整備、補修、道路附

帯施設、橋梁補修の計画及

び橋梁長寿命化計画の見

直し

【建設Ｇ】

整備を

ます。
④緊急輸送道路計画の策

定

【建設Ｇ】 の緊急輸送を確保するために必要な道
。

⑤街路景観の見直し

【建設Ｇ】

進めます。
⑥交差点改良の検討

【建設Ｇ】

の構築に努めます。
⑦賑わい道路など特色あ
る町道の整備推進

       【新規】

【建設Ｇ】

備の検討を図るとともに、整備の推進を
図ります。

⑶国道、道道、町道等道路網の整備、促進

                  【新規】

【建設Ｇ】

国道、道道における事故多発箇所、危
、所管する

また、町道の整備は、

進します。



８２

区に分け、直営にて３地区、業務を依頼している７業者８地区で

平成２６ まちづくりアンケート調査
これは、爆弾低気圧による大雪への対応や、除雪後

の置き雪が一因となっています。また、今後、人口減少・高齢化により、「たすけあいチーム」
、その対応が急務とされています。

○
図ります。計 な冬期交
通網の充実に努め、さらには
冬期間の安心で安全な生活環境を確保します。

○国道、道道の除排雪体制についても、計画的かつ速やかな対応を関係機関に要望していきます。

満足度(H26まちづくりアンケート）/道路や歩道の除排雪

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)

除雪延長距離(歩道含む） H26 437㎞ 437.5㎞ 438㎞ 438.5㎞

満足

3.1%
やや満足

10.3%

普通

24.8%

やや不満

29.8%

不満

28.9%

分からない

1.5%

無回答

1.6%

現状と課題

基本的な考え方と指標

４－２ 除排雪体制の充実
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施策の区分 施策の内容

⑴除雪体制の充実 ①除雪計画と除雪体制の

随時見直し

【建設Ｇ】

②除雪車両の充実

【建設Ｇ】

③通学路や歩道除雪の効

率化

【建設Ｇ】
両と手押し除雪機の両面で迅速な除雪

④雪捨て場の環境整備

【建設Ｇ】

⑤間口置き雪対策

【建設Ｇ】
除雪困難な独居高齢者などの世帯を

除雪の負担軽減を図ります。
（間口置き雪対策、農村部

委託の拡大）

【建設Ｇ】

と連携し、間口置き雪対策を推進しま
す。また、除雪体制の構築については、

確保するための体制の強化を図ります。
⑥除雪作業従事者の確保

【建設Ｇ】

を検討し、担い手の確保に努めます。
⑵降雪による事故防

止

①除雪の支障となる路上

駐車・放置車両の住民啓発

【建設Ｇ】 の協働により実施します。
②道路、歩道への雪出し対

策

【建設Ｇ】

す。

施策
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⑶雪による交通安全

対策

①除雪情報の提供と協力

【建設Ｇ】
国道・道道

標示板などを充実させます。
②ロードヒーティングに

代わる低コスト融雪施設

の検討

【建設Ｇ】

自然エネルギーによる融雪施設や環
調整してコス

ト縮減に努めていきます。

⑷除雪活動 ①たすけあいチームによ

る除雪活動の継続支援

【保健福祉Ｇ】

（高齢化社会に対応した

除排雪の強化）

【建設Ｇ】

高齢化社会のニーズにあう、除排雪の

を目指します。

②農村地区における住民

参加による除雪体制の確

立

【建設Ｇ】
取組を支援します。

③緊急対応による除雪体

制の確立と連携

【建設Ｇ】

緊急搬送時の除雪体制及び国、道、自

活の確保を図ります。
④除雪の協力と啓蒙活動

【建設Ｇ】 ムページや広報誌により、情報を随時提
供していきます。

⑸排雪活動 ①交差点の排雪の強化の

検討

【建設Ｇ】

交差点等危険箇所部分の排雪を適時
し等交通の安全の

確保に努めて参ります。

計画の名称 計画期間

第２期美幌町地域福祉計画 平成２７年度～平成３１年度

美幌町高齢者保健福祉計画・第６期介護保険事業計画 平成２７年度～平成２９年度

関連する計画
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［治水］

１級河川である網走川・美幌川、
床ざらい、草刈り等により継続した治水対策を進めています。

ます

要です。
［治山］

す。今後も、危険箇所を事前に把握し、対応することが求められます。

蒙が必要です。

○治水対策のための河川環境整備と洪水時の早期情報提供を国・道に要望します。河川の親水機
し、国・道と連携しながら河川整備・

改修を進めて自然災害を未然
各種ワークショップを

○自然生態系に配慮した治山対策を進め、自然災害を未然に防ぐため、危険箇所の把握・大雨時

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)

河川改修延長 H26 129㎞ 130㎞ 131㎞ 132㎞

施策の区分 施策の内容

⑴治水対策の推進 ①国･道と連携した治水対

策の推進

【建設Ｇ】 ます。内水被害の実態を踏まえて排水

国･道に要望します。

現状と課題

基本的な考え方と指標

施策

４－３ 治山・治水対策の推進
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②内水排除用排水ポンプ

の維持管理

【建設Ｇ】

③河川情報施設整備の拡

充

【建設Ｇ】

河川監視用カメラの設置及び冠水地

い、早期情報による迅速な体制確保に努
めます。

⑵河川整備 ①親水性豊かな網走川河

川整備の推進

【建設Ｇ】

親水性豊かで安全な河川緑地の活用

します。
②駒生川河川改修事業の

推進

【建設Ｇ】
促進と生態系保全に配慮した整備要望

③河川の浚渫等

【建設Ｇ】 掘削及び阻害となる樹木伐採を国・道に
進め

費の軽減を図ります。
④国･道と連携した河川環

境の保全の推進

【建設Ｇ】 の整備に努めます。
また、

魚道の設置、 、各種ワー
クショップなどを 河川美化やゴミ
投棄防止など を図り、地
域と一体となった河川環境保全を推進
します。

⑤国・道管理区間における

河川整備計画と連携した

河川整備の推進

【建設Ｇ】

、
洪水等による災害の発生の防止、機能の
維持、河川環境の整備と保全などに対し
て、効果的な要望を 。

⑶治山対策の推進 ①自然災害等による山腹

の復旧・砂防ダム等の設置

【耕地林務Ｇ】

災害発生時には
ダムを設置し、対応していきます。

②災害未然防止のための

状況調査等の継続

【耕地林務Ｇ】

危険箇所及び砂防ダムの定期点検・維

③危険箇所等への指導・対

応方法の検討

【耕地林務Ｇ】
診断結果に

基づき、
す。



８７

［土地利用］

昭和 40 ている 23 ら取り組んでき
た地籍の数値情報化事業が進み信頼性が確保されてきました
ており、その対応が求められています。

とが必要となります。
［市街地整備］

町の都市計画では、都市計画区域2,500haのうち、用途地域が756haあります。商業地域・
が、

途地域以外の用途の色塗りをしていない、土地の資産価値が用途地域より低い白地地域に進めら
れており用途地域区域外へ、にじみ出しがみられます。現在まで現状追認型の用途指定でしたが、

しす

また、
害し、経済活動・資産価値にも影響を及ぼす側面もあり、慎重に検討していくことが必要です。
市街地再整備は、単なるハード整備（公共施設整備）だけではなく、ソフト施策と併せて町・

進めることが必要です。
［都市景観］

現在、都市計画区域内は建築基準法による規制と商業地域、工業地域、住居地域等の区域設定
をすることで景観の形成と保全に努めています。今後は、地域の特色を生かした美幌ならではの

協働 入れた取り組
みを進めることが必要です。

［ユニバーサルデザイン※］

のうち、町営団地で148 (旭102 46 ) 30
(新町)、借上59 237

やすいユニバーサルデザインとなっています。また、旭団地･新町道営団地は、高齢者・障がい
者への生活支援等を目的として生活援助員を配置しています。
公共施設の建設時には、玄関スロープ・手すりなどユニバーサルデザインとして進めています
が、 にくい部分があります。案内看板など
誰にでもわかりやすいデザインを取り入れるなど表示方法にもユニバーサルデザインを積極的
に導入していくことが必要です。

※ユニバーサルデザイン：年齢や障がいの有無などにかかわらず、最初からできるだけ多くの人が利用可
能であるようにデザインすること。

※コンパクトシティ：町の中心部に住宅や公共施設、商業施設などさまざな機能を集約し、コンパクトな
規模に市街地を収める都市形態。

現状と課題

４－４ 住みやすく美しい市街地機能の向上
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○これまでに実施した地籍事業の実施結果により、地籍・地番図などの成果の信頼性の確保・適

○
ます。

○人口減少や少子高齢化が進む中で、快適で安心・安全な都市機能を高めるため、にぎわいを創

○
インの提

。

○

及び町外の方にもわかりやすいユニバーサルデザインの導入を推進します。

満足度(H26まちづくりアンケート）/まち全体の景観の保全、向上

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)
ユニバーサルデザインによる案内
看板設置件数

H26 0件 3件 6件 9件

施策の区分 施策の内容

⑴計画的な土地利用

の推進

①地籍の信頼性の確保

【建設Ｇ】
地籍数値情報化事業等により土地台

⑵適正な土地利用の

確保

①利用区分に応じた計画

的な土地利用の推進

【財務Ｇ】 を推進します。

満足

3.8%
やや満足

11.3%

普通

46.1%
やや不満

21.0%

不満

9.8%

分からない

3.3%

無回答

4.6%

基本的な考え方と指標

施策
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⑶市街地における土

地利用の推進

①都市計画区域における

土地利用の見直し策定

【建設Ｇ】

上位計画と整合を図りつつ健康で文
化的な都市生活を確保するため、都市計

して、都市基

緑地等の基本的な方針を示し推進して

防止を推進します。
②市街地における緑化及

びバリアフリー化の推進

【建設Ｇ】

都市における緑地の保全、緑化を推進
しつつ、緑化推進計画との整合を図りな
がら公園及び緑地等の整備計画（緑の基
本計画）を策定し、バリアフリー化（ユ
ニバーサルデザイン）の推進や地域拠点

⑷市街地の再整備 ①市街地再開発可能性の

調査検討

【建設Ｇ】
る都市計画マスタープランなどの関連
計画を勘案し、地域の特色を生かしたに

います。
②景観に調和したまちな

みの整備

【建設Ｇ】

市街地整備と併せた検討を進め、景観

す。
⑸市街地の保全 ①環境保全のためのまち

なみの維持

【建設Ｇ】 しながら取組を推進します。
⑹誰もが利用しやす

い施設・設備づくり

①ユニバーサルデザイン
による環境整備の普及・促
進

【建設Ｇ】

②わかりやすい案内看板

等の設置

【建設Ｇ】

、誰に
でもわかりやすい案内看板等の設置な

ユニバーサルデザインを推進
します。

計画の名称 計画期間

都市計画マスタープラン 平成２２年度～平成４０年度

第２期美幌町地域福祉計画 平成２７年度～平成３１年度

関連する計画
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［公園、緑地］

など）が設置されており､本町の一人当たりの公園面積は、全道平均をはるかに上回っておりま

○ 公園・緑地等の

す。

満足度(H26まちづくりアンケート）/公園、緑地の整備

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)

都市公園面積 H26 93.45ha 94ha 94ha 94ha

施策の区分 施策の内容

⑴公園や緑地の整備、

維持管理

①網走川河川緑地整備計

画の見直し

【建設Ｇ】
しを進めます。

②公園施設の計画的な更

新

【建設Ｇ】

、

満足

4.8%
やや満足

10.9%

普通

56.7%

やや不満

14.6%

不満

7.3%

分からない

3.4%

無回答

2.2%

現状と課題

基本的な考え方と指標

施策

４－５ 公園、緑地の整備
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整備・再配置の検討を進めます。

③地域の声を取り入れた

公園引当地の活用

【建設Ｇ】

公園引当地について、地域の声を取り

います。
④公園の美化活動の推進

【建設Ｇ】 型の活動を推進します。

計画の名称 計画期間

公園施設長寿命化計画 平成２７年度～平成３７年度

関連する計画
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69棟･736 8団地･8棟･59 16団地･77
棟･795 2団地･5棟･84

昭和 50 昭和 59 で 44棟/272 (美英･美園･仲町･三橋)、昭和
60 昭和62 で9棟/168 (三橋･南)、平成元 平成8 で10棟/194 (南･
美富)、平成16 平成21 で6棟102 (旭)となっており、特に昭和に建設された住棟

しく、調整が図られていない状況にあります。
平成24 26 4団地･21棟･420
実施し、あわせて平成 26

○
ックの確保と有効活用を図ること ※の縮
減に努めます。

○全国的にも増加傾向にある空き家の所有者に対する指導・助言の実施に努めます。

※ライフサイクルコスト：製品や構造物を製造して廃棄するまでにかかるすべての費用。

満足度(H26まちづくりアンケート）/住宅、宅地の整備

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)

公営住宅の長寿命化率 H27
18.8％

420戸(480戸)
23.6％ 32.2％ 38.4％

満足

4.6%
やや満足

8.2%

普通

61.9%

やや不満

10.6%

不満

4.9%

分からない

7.1%

無回答

2.7%

現状と課題

基本的な考え方と指標

４－６
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施策の区分 施策の内容

⑴公営住宅の整備 ①長寿命化とライフサイ

クルコストの縮減

【建築Ｇ】
用、
ります。

⑵民間住宅･宅地整備

の推進

①住宅の将来需要の予測

【建築Ｇ】
平成28 の住生活基本計画策定に

際し、アンケート調査等を実施し、将来

②住宅リフォーム制度の

充実支援

        【新規】

【建築Ｇ】

促進
事業者などからも継続要望が寄せられ
ていることから、今後の需要予測も含め
てアンケート調査等を実施し、あわせて

⑶空き家対策 ①空き家の実態把握

【建築Ｇ】
関係団体及び関係部局と連携を図り、

②空き家所有者への指

導・助言

【建築Ｇ】

国が示すガイドライン（指針）を基に、

の指導・助言を実施します。
③廃屋解消に向けた対応

【まちづくりＧ】
放置された危険な家屋等への取り壊

ます。

計画の名称 計画期間

美幌町住生活基本計画（予定） 平成２９年度～平成３８年度

美幌町公営住宅長寿命化計画（予定） 平成２９年度～平成３８年度

美幌町耐震化改修促進計画（予定） 平成２９年度～平成３８年度

施策

関連する計画
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［上水道］

すが、 です。

ラインとして地震等災害時において必要最低限の水の供給が可能となるよう施設の耐震化や重
要給水施設への給水を確保する必要があります。

［下水道］

下水道事業は、町の発展に伴う生活水準の向上等による公共用水域の汚濁の解決策として、昭
和 48 6月に事業に着手し、昭和 56 10 しまし
た。平成 26 827.1haに対し、整備区域は 689.5ha
91.0％となり、事業は順調に進捗しています。このため、下水道ストックも増大しており、全国

は、平成9 、水洗化のため計画的に
導入が進められています。

○
により経費縮減に努め、給水収益の安定確保により経営基盤強化を図っていきます。

○ 、財政状況を考慮しな
がら計画的に進めていきます。

○
に努めていきます。下水道整備区域外においては、合併 浄化槽の設置促進により生活環境
の改善と公衆衛生の向上を図り、生活排水による水質汚濁を防止します。さらに水洗化の促進

,
快適で安全な環境づくりを図るため、雨水排水施設の整備を進めていきます。

○

現状と課題

４－７ 上下水道の整備

基本的な考え方と指標
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満足度(H26まちづくりアンケート）/水道の整備、水質

満足度(H26まちづくりアンケート）/下水道の整備

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)

水道有収率 H26末 92.2％ 93％ 93％ 93％

生活排水施設の普及率
（下水道、個別排水処理施設）

H26 97.2％ 97.4％ 97.5％ 97.6％

施策の区分 施策の内容

⑴水資源の確保 ①安定的な水道の供給

【水道Ｇ】
安定した取水を確保できるよう週 1回

②水源の管理対策

【水道Ｇ】 侵入を監視するシステムの導入を検討し
ます。

③水源涵養林の維持管理

【水道Ｇ】

⑵水道の整備 ①水道施設の計画的な更

新

【水道Ｇ】

満足

17.8%

やや満足

22.1%
普通

46.0%

やや不満

5.2%

不満

4.3%

分からない

3.1%
無回答

1.5%

満足

16.4%

やや満足

17.3%
普通

50.8%

やや不満

5.0%

不満

2.7%

分からない

6.0%
無回答

1.7%

施策
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②水道管路の計画的な整

備

【水道Ｇ】 めます。
③水道利用の普及啓蒙

【水道Ｇ】

⑶水道事業の推進 ①効率化等による経営改

善

【水道Ｇ】

⑷下水道事業の継続

性の確保

①全体計画、事業計画の

変更

【建設Ｇ】

地域の実績値を用いた推計など、地域

す。
②下水終末処理場の運転

管理

【建設Ｇ】

下水道の機能を適正に維持するため
に、持続的で

、
公共水域の水質保全を図ります。

③下水道施設の老朽化等

に伴う改築・更新事業

【建設Ｇ】

す。
④異常気象に対応する処

理の推進

【建設Ｇ】

⑸下水道事業の推進 ①下水道経営の健全化

【建設Ｇ】

した下水道経営計画の検討、中期経営計
画の策定、人口減少等による地域の実情

公営企業、経営基盤強化へ取り組み、限
られた財源をより有効に活用する仕組み

経営を努めます。
⑹合併処理浄化槽の

設置促進と維持管理

①個別排水処理施設整備

計画に基づく計画的な整

備

【建設Ｇ】

未整備状況、要望等を踏まえて整備計

対する水洗化を促進します。
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②個別排水処理施設の適

切な維持管理と経営健全

化

【建設Ｇ】

加していることから負担の適正化を検討

関する基準を策定します。
⑺汚泥処理の推進 ①下水汚泥の資源有効利

用の研究の継続

【建設Ｇ】 を継続します。
②し尿・合併浄化槽汚泥

の受入の継続

【建設Ｇ】

2

等の温室効果ガス排出の抑制に努めま
す。

計画の名称 計画期間

美幌町水道ビジョン 平成２１年度～平成３０年度

個別排水処理施設整備事業２期 平成２４年度～平成２８年度

美幌町下水道施設長寿命化計画 平成２５年度～平成２９年度

美幌町下水道基本計画 昭和４８年度～平成３２年度

関連する計画
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［幼稚園］

遊びを通し

場合でも、引き続き幼稚園における教育内容の充実を図り、就園の機会を確保す
稚園に対する支援や保護者負担の軽減にも配慮していくことが必要です。

［小中学校］

徳育・体育」を身に付けさせるため、創意工夫を生かした特色ある教育活動を展開するとともに、

ています。
また、小中学校の教育環境の充実については、平成 24
移転し、平成25
少子化による児童・生徒数の減少が予想されることから、一定の学校規模を確保しながら適正配
置を進める必要があります。

から、引き
ています。

教育内容の充実としては、

ること、総合的な学習の時間や体験的な活動により「豊かな心」を育成すること、食育や運動を
通じて「健やかな体」を養うことが必要です。また、特別支援教育の推進にあっては障がいのあ

ます。

［高等学校］

平成23

ど優秀な生徒を輩出しています。
また、日本農業クラブ全国大会等において輝かしい成績を収める一方で、「美幌豚醤油まるま
んま」の開発など、町の活性化にも大きく貢献しています。

５ 夢を育む体験！あたたかい人をつくるまちづくり

現状と課題
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多
様な教育機会の充実と今後も生徒が安心して地元の高等学校に進学できるよう、高校と一緒にな
った生徒確保の取り組みを進める必要があります。

○
調和のとれた教育環境づくりを推進します。

○

○学校生活や学習のために特別な支援を必要とする子どもたちに対し、一人ひとりのニーズに応
じた特別支援教育の推進を図ります。

○高等学校への進学を希望する生徒が地元の学校で学ぶことができるよう、間口確保のための取
り組みを進めます。

満足度(H26まちづくりアンケート）/幼稚園､小中学校､高校の教育

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)
町内中学校卒業者の

美幌高等学校への入学割合
H27 47.8％ 50％ 55％ 60％

小学校における町独自の
少人数学級の編制・教員配置充足率

H27 100％ 100％ 100％ 100％

施策の区分 施策の内容

⑴幼稚園の充実 ①就園に対する支援

【学校教育Ｇ】
就園の機会を確保するた

園就園奨励費補助事業の充実により、家
庭の所得状況に応じた保護者の経済的
負担の軽減を図り、幼児教育の推進に努
めます。

②教材、研修に対する支援

【学校教育Ｇ】 り、教職員の研修費及び園児の教材費の
一部を補助することにより、幼児教育の
振興に努めます。

満足

3.2%
やや満足

8.7%

普通

52.6%やや不満

10.7%

不満

4.6%

分からない

17.2%

無回答

3.0%

基本的な考え方と指標

施策
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⑵小中学校の教育環

境の充実

①学校施設や備品、教材等

の整備充実

【学校教育Ｇ】

教育環境の充実を図るため、学校施
設、設備及び備品等について、計画的な

②教育用コンピュータな

どＩＣＴ教育環境の整備

充実

【学校教育Ｇ】

ンピュータ等の整備を図るとともに、学
校のニーズを取り入れた新たなＩＣＴ

整備、充実に努めます。
③就学に対する支援

【学校教育Ｇ】 られる児童生徒の保護者に対し、就学に

⑶小中学校の教育内

容の充実

①地域資源（自然、環境、

人）を活用した学校教育の

充実

【学校教育Ｇ】

水泳、スキー、スケートの体育科にお
いて、各競技団体からの外部講師による

授業内容の充実を図ります。
また、博物館学芸員との連携による体

験授業や「総合的な学習の時間」におけ
る児童生徒の興味関心に基づいた課題
解決型の授業を進めます。

②体験型の学習によるふ

るさと教育やキャリア教

育の充実

【学校教育Ｇ】

自然体験や産業体験、インターンシッ
プによるふるさと教育やキャリア教育
の促進を図ります。
外部講師を活用した土曜授業（土曜日

の開催）の検討をします。
③国際理解教育の充実

【学校教育Ｇ】
小学校の外国語活動や中学校の英語

の授業に英語指導助手（ＡＬＴ）を派遣

④地域と一体となった学

校づくりの推進

【学校教育Ｇ】

ＰＴＡや学校評議員などからの幅広

に取り組むとともに、「おもしろ科学の

展開を通して開かれた学校づくりに努
めます。

⑤学校給食センターの充

実

【学校給食Ｇ】 ターの維持・充実に努めます。
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⑥教育相談や生徒指導の

充実

【学校教育Ｇ】
抱えている児童生徒に対応するため、教
育相談室に２名の相談員を配置し、学
校・家庭・地域や関係機関と連携し、悩
みや課題を解決できるよう教育相談体
制の充実を図ります。

⑦教職員の資質・指導力の

向上

【学校教育Ｇ】 材研究を推進するとともに、網走地方教

の各種研修会への参加体制の充実を図
ります。

⑧特別支援教育の充実

【学校教育Ｇ】
障がいに応じた指導が図られるよう、

的確な対象児童生徒の把握に努めると
ともに、特別支援学級や通常学級に在籍
し特別な支援が必要な児童生徒の学校
生活を支援するため、介助員を配置し教
育環境の充実を図ります。

⑨少人数学級の推進

【学校教育Ｇ】
よりきめ細かな学習指導の環境を整

えることを目的に全ての小学校の全学

⑷小中学校における

食育の推進

①小中学校における食育

の推進

【学校教育Ｇ】

【学校給食Ｇ】

日頃の給食指導や栄養教諭を活用し

習慣を身に付けさせる取り組みや関係
機関との連携による地産地消などの取
り組みを進めます。

⑸高等学校教育の充

実

①間口確保や教育施設・設

備の充実

【学校教育Ｇ】

多様な教育機会の充実を図るため、継
続して道教委に対する間口確保や教育
施設・設備の充実を要請する取り組みを
進めます。
また、中学校教諭へ美幌高校の特色や

後の就職まで、町ぐるみで美幌高校を育
てる環境づくりのため、ソフト・ハード
両面に対する町としての支援の在り方
を検討します。
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［生涯学習］

取り組む文化活動などが生涯学習
生涯学習の情報については、町広報やホームページ等を通じて広く提供するように努めていま

なることを目指しています。
ことも重要なことから、社会教育委員の会議の充実

を図っています。

館・博物館などが設置されています。マナビティーセンター 、主に団体
やサークル活動などの に限られるため、より に向けた 促進も必要です。

は
ています。 も進められており、

また、団体・サークルの主体的な教育活動を支援することにより、活動の成果が地域に活かさ
れるなどの広がり
体的に地域の子どもたちの学習活動に関わる取り組みは重要であり、継続した支援が必要です。

［図書館］

については、
が求

められています。
現在の図書館には１４万冊を超える蔵書がありますが、現在の書架での対応では限界にきてお
り、旧美幌中学校等などへ分散保管している状況です。また、 のオープン以来
を経過する中、 の状況です。図書

全体の施設整備が課題とな
っています。

［博物館］

で活用したいとい
う依頼を受け対応しています。一番専門的に精通した学芸員が主に対応するものの、人員が限ら
れているため、授業における先生と学芸員の役割分担のあり方など 。

現状と課題
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室がリニューアルオープンしました。今後も、時代に即した情報発信を進め、機能の充実を図る
ことが必要です。

○子育て支援事業や保健事業との連携による子育て情報の提供や家庭教育への支援、家庭・学
校・地域の連携を含めた事業の推進などを通して「生涯学習の基礎づくり」に努めます。

○「いつでも、どこでも、だれでも」が学習できる場と機会の拡充に努め、参加しやすい環境の
整備を図り、学習相談を継続するとともに、学習の成果を地域に活かす取り組みを進めます。
さらに、広報活動や各種事業の情報提供を充実させ

○

生涯学習推進体制の充実を図ります。

○

○
もに、ゆとりスペースのある図書館建設に向け、検討していきます。

○ するとともに、その活動内容の紹
介、周知を図るため館のＰＲを積極的に進めます。周辺整備については

ます。

満足度(H26まちづくりアンケート）/教室や講座など（機会、内容、情報の伝わり方）

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)
マナビティーセンター
登録サークル数

H26 49ｻーｸﾙ 50ｻーｸﾙ 52ｻーｸﾙ 55ｻーｸﾙ

町民会館利用率 H26 42％ 60％ 65％ 70％

図書の貸出冊数 H26 155,034冊 163,000冊 165,000冊 170,000冊

教室・講座開催数（博物館） H26 108回 100回 100回 100回

満足

3.9%
やや満足

10.5%

普通

58.3%

やや不満

8.0%

不満

3.9%

分からない

12.7%

無回答

2.7%

基本的な考え方と指標
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施策の区分 施策の内容

⑴生涯学習の推進体

制の確立

①生涯学習事業の連携、協

力

【社会教育Ｇ】

各事業を担当するグループごとに企
画・実施されている生涯学習事業を、そ

す。社会教育関連施設ごとに必要とする
専門職を適正に配置し、事業の推進を図
ります。

②施設の空き情報及びイ

ベント情報、団体・サーク

ル情報の提供

【社会教育Ｇ】

町ホームページを活用し、イベント情

情報を提供します。また、マナビティー
センター登録サークル等の活動状況等
の情報提供を充実させ、文化活動実践者
の増加に努めます。

③地域人材の発掘、登録と

活用促進

【社会教育Ｇ】
を発掘し「教育資源リスト」を充実させ

い、小中学校においての活用促進に努め
ます。

④サークル活動への参加

奨励及び機会の充実

【社会教育Ｇ】

マナビティーセンター登録サークル

一環として初心者教室や活動成果の発
表等を開催し、サークル情報の提供とと
もに参加奨励と機会の充実を図ります。
社会教育各施設において絵画、陶芸や

手工芸等の活動の成果を発表する場を
提供し、サークル・団体の活動の活発化

⑵生涯学習関連施設

の整備

①マナビティーセンター

設備の整備

【社会教育Ｇ】

オープン時に設置した陶芸窯や木工

するとともに、他の施設整備を含め、機
能維持と安全確保のため、整備・修繕を

②町民会館のホール機能

整備

【社会教育Ｇ】

文化ホール機能の維持及び多様化・高

用のため、舞台吊り物、音響・照明設備

施策
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③町民会館改修の推進

【社会教育Ｇ】
「びほーる」との連動性を図った機能的
な施設として整備します。

⑶生涯学習活動の促

進

①住民参画による生涯学

習活動の充実

【社会教育Ｇ】
験者からなる社会教育委員の会議にお

とともに、直接的に事業の企画・運営を

して、生涯学習活動の充実を図ります。
②住民主体による生涯学

習活動の奨励

【社会教育Ｇ】

ています。各団体の実情に応じ、学習活

支援を継続します。
③学習情報提供の充実

【社会教育Ｇ】
生涯学習関連の団体やサークルの紹

介、各種事業や教室・講座やイベントを
広報に掲載し、さらに町ホームページに
も公開していますが、これらをより一層
充実させるとともに、参加者受付等での

④学習相談の継続、整備

【社会教育Ｇ】
団体・サークルの結成や、学習施設、

講座、講師、指導者等の学習に関する相
談については、継続して、窓口や電話等
による相談を受け付け、学習相談機能の
充実を図ります。

⑤情報化に対応した学習

機会の充実

【社会教育Ｇ】

得て、
連携して初心者向けの講座を実施する

⑷図書館、読書活動の

充実

①図書館の増改築の検討

【図書館Ｇ】

収蔵施設として整備されましたが、現
在、１４万冊を超え、狭隘化が進んでい

より、優先順位を勘案し
す。

②図書館における郷土図

書資料の充実

【図書館Ｇ】
の提供を呼びかけ収集し、新たな図書館
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③図書館ボランティアの

育成及び活動支援

【図書館Ｇ】

保育園や小学校での読み聞かせのほ
か
に対する支援強化を図ります。
図書館ボランティアの活動及び、ボラ

ンティア会員の拡大に向けた支援体制
の強化を図ります。
図書館体験の日の実施により、小中高

生の参加を呼びかけ、児童生徒が図書館
に親しみ､社会参加する機会づくりを継
続します。

④子どもの読書活動の推

進、読書習慣の形成

【図書館Ｇ】
どもの読書活動推進計画を策定し、子ど
も達があらゆる機械とあらゆる場所に

できるよう、学校や関係機関と連携し、
発達段階に応じた読書活動を、家庭、学
校、地域で積極的に推進します。

ります、ブックスタート事業をはじめ、
のブックセカン

せた読書習慣の形成に向け、引き続き継
続します。

⑸博物館の充実 ①学校教育との連携の充

実

【博物館Ｇ】

小中学校の教諭と連携を図り体験授
業の充実を図ります。

の充実を図ります。
②職員研修の充実

【博物館Ｇ】
学芸員の研修の充実を図ります。
また、プチ工房など、常時館内での工

作体験等に対応できるよう研修等の充
実を図ります。

③博物館情報提供の充実

【博物館Ｇ】
町広報紙、博物館情報紙、博物館ホー

ムページにおいて、博物館情報を提供す
します。また、一般観光雑誌等への情報

④博物館施設周辺の整備

【博物館Ｇ】

めます。



１０７

計画の名称 計画期間

第７次美幌町社会教育中期計画 平成２８年度～平成３３年度

第３次美幌町子どもの読書活動推進計画 平成２８年度～平成３２年度

関連する計画



１０８

て活動に参加してい

2,700人以上の登録者を擁する「子どもみまもり隊」
の活動のフォロー体制を整備し、さらに実効性のある取り組みとする必要があります。

取り組むことが今後も重要となります。
の希薄化や、それ

ーネット環境など著しい社会変化の中で、
「生きる
し、子

どもの生活習慣、学習習慣の定着を含めた子どもの体験学習機会の充実を図ることが重要となっ
ています。

、家庭における教育を支援する取り組みも必要とさ
れており、保護者の主体的な学習活動を支援していくために託児等を充実させ、安心して活動が
できる環境づくりと、要求に沿った学習の提供が求められています。これらは、家庭・学校・地
域が一体となって取り組むことが重要ですので、地域人材の把握と支援体制の整備が必要となっ
ています。

○

や巡視活動をはじめ、各種啓

○

○「スマホ

育成を町全体で進めます。

現状と課題

基本的な考え方と指標



１０９

満足度(H26まちづくりアンケート）/青少年を育てる取り組み

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)

巡視活動参加者数 H26 782名 800名 820名 840名

家庭教育学級の保護者参加率 H26 18％ 20％ 22％ 24％

施策の区分 施策の内容

⑴青少年の健全育成

推進体制の充実

①青少年健全育成団体等

との連携

【社会教育Ｇ】

か、啓発活動等を推進します。

す。
②子どもを守る安心安全

な環境づくりの推進

【社会教育Ｇ】 推進するとともに、普段の生活の中での

録を継続して呼びかけます。
地域安全パトロール隊リトルウイン

グによる巡視活動を継続し、各種祭事や
登下校時の安心安全に努めます。

⑵青少年育成活動の

充実

①生きる力を育む体験活

動の充実

【社会教育Ｇ】

部局ごとに
象の体験事業を、それぞれの目的を尊重

もたちの多様な体験機会を創出します。

満足

2.6%
やや満足

6.9%

普通

56.0%やや不満

8.4%

不満

3.2%

分からない

20.8%

無回答

2.2%

施策



１１０

②コミュニティスクール

の活動促進

【社会教育Ｇ】

町内３小学校を中心に形成された地
域コミュニティにより、自主的に運営さ
れているコミュニティスクール事業を
活用し、地域の子どもを地域で育む取り

するとともに、人材の確保に努めます。
③ライフステージに対応

した家庭教育学級の充実

【社会教育Ｇ】
つ親の学習機会を提供し、心身ともに健

を推進し、乳幼児期からの望ましい生活
習慣や家庭での学習の定着に関する啓

計画の名称 計画期間

第７次美幌町社会教育中期計画 平成２８年度～平成３３年度

関連する計画



１１１

［文化芸術活動］

ますが、活動が継続され
ているものの会員の高齢化

のできる活動を奨励していくことが必要です。
また、

しての演劇や音楽などの公演や演奏会などを開催し、芸
術鑑賞機会の提供に努めています。

術に接する機会をより多く設けていくことが必要です。
［文化財］

私たちは、過去の先人たちが残してくれたすぐれた文化を、しっかり受け継ぎ、後世につたえ
ていく義務があります。美幌町では平成11 4件を指定し、その保

集・保管等を通じ、先人たちの暮らしの足跡を記録していくとともに、その啓蒙普及活動を進め
ています。

○
くりの基礎となるものです。

○「びほーる」を文化活動の拠点として、幅広く多様な芸術文化を鑑賞する機会を提供するとと

また、芸術や文化活動団体への支援を継続します。さらには児童・生徒への芸術鑑賞や発表機

の向上を図ります。

○

○町指定文化財の保護。保全を図るため、関係機関、団体等との連絡を密にします。

現状と課題

基本的な考え方と指標



１１２

満足度(H26まちづくりアンケート）/芸術文化（活動、施設）

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)

びほーる開催の催事数 H26 62件 50件 70件 75件

保全対象文化財数 H26 4件 4件 4件 4件

施策の区分 施策の内容

⑴芸術文化活動の促

進

①芸術や文化活動団体の

育成、援助

【社会教育Ｇ】
発表会等での舞台運営等を通して、文化
連盟及び単位団体の活動が充実し、活発
化するよう支援を継続します。
文化連盟との連携を強化し、芸術文化

の発信に努め、単位団体数の拡大や一層
の文化振興を図ります。

②サークル・団体の活動成

果の発表と交流促進

【社会教育Ｇ】

びほーるの機能を十分に発揮させ、出
演者等の要望に応えられるよう、主催者

芸術作品を創作する団体の発表機会
としてギャラリー展示を充実させます。
美幌町文化連盟との連携により文化

充します。
③芸術鑑賞事業の内容充

実

【社会教育Ｇ】

びほーるの機能を効果的に活用し、芸

会をつくります。
文化連盟主管事業のほか、施設独自の

鑑賞事業の実施を目指し、柔軟な条件づ
くりを図ります。

満足

4.1%
やや満足

10.5%

普通

58.8%

やや不満

8.0%

不満

4.1%

分からない

11.9%

無回答

2.7%

施策



１１３

④町民主体による芸術鑑

賞事業の奨励

【社会教育Ｇ】

賞事業を引き続き支援します。

を促進します。
⑵文化財や郷土資料

等の保全、継承

①文化財の保全保護

【博物館Ｇ】
町指定文化財のパトロールや新たな

情報収集に努めます。
②郷土資料の収集

【博物館Ｇ】
旧美幌中学校空き教室に移動した資

できるようにします。
③地域文化伝承者の発掘、

調査

【博物館Ｇ】

様々な機会をとらえ、地域にいる先輩
たちから地域文化の聞き取りを実施し
ます。

計画の名称 計画期間

第７次美幌町社会教育中期計画 平成２８年度～平成３３年度

関連する計画



１１４

欠です。しかしながら、 、運動する機会の減少により、
ています。

スポーツの普及振興には関係団体等との連携を図り、スポーツに親しむ環境づくりが必要です。

ます。

減少等があることから、今後も団体との連携を密に活動の奨励・促進が必要であります。
国内トップアスリートのスポーツ合宿時に 指導によって
上が図られていますが、合宿可能な競技施設や宿泊施設が限られていることから、受入の増加に
繋がらないのが課題となっています。

○スポーツは、
図られます
ながら、地域全体でリーダーや指導者等の人材育成に努めます。

○
し、トップレベルとして活躍できる人材を育成できるよう、地域特性に合わせた環境を整備し
ます。

○

満足度(H26まちづくりアンケート）/スポーツ（活動、施設）

指標名 現在値 前期(H30) 中期(H34) 後期(H38)

スポーツ施設の利用者数 H26 71,987人 70,000人 70,000人 70,000人

満足

4.3%
やや満足

10.3%

普通

56.7%

やや不満

10.7%

不満

3.4%

分からない

11.8%

無回答

2.7%

現状と課題

基本的な考え方と指標



１１５

施策の区分 施策の内容

⑴生涯スポーツの振

興

①スポーツ振興の充実

【スポ振Ｇ】
町主催の各種教室のほか、体育協会、

総合型地域スポーツクラブによるスポ
ーツ活動や教室の開催などにより、誰も
がスポーツを楽しめる環境を充実させ
ます。

②スポーツ推進計画の策

定

【スポ振Ｇ】

本町が目指すべきスポーツ振興の方

よる計画を策定します。
③体力向上の取り組み

【スポ振Ｇ】

ツ団体等とのネットワークを図り、運動
の機会及び指導を充実させます。

⑵スポーツ施設の整

備、活用

①既存施設の耐震化

【スポ振Ｇ】 優先
順位を勘案し

②多目的ドームの整備

【スポ振Ｇ】
冬期間でも運動が出来る室内多目的

討します。
③パークゴルフ場整備の
推進

【スポ振Ｇ】 技性を満たすパークゴルフ場を整備し
ます。

④クロスカントリーコー

ス整備

【スポ振Ｇ】

クロスカントリーコース整備のため

⑤既存施設の維持及び更

新

【スポ振Ｇ】

施設の改修等については、要望、陳情
等を踏まえ、施設の充実を図ります。

⑶スポーツ活動の促

進

①指導者の確保、育成、研

修機会の充実

【スポ振Ｇ】

講習会や研修を通じて指導者間の連
携を密にし、次世代の指導者の育成を図
ります。

②競技スポーツの技術力

向上

【スポ振Ｇ】

地元出身者などのアスリートによる
指導を通じ、スポーツに対する意欲を高

施策



１１６

③スポーツ合宿の誘致促

進

【スポ振Ｇ】

体育関係団体、また、オホーツク管内
の市町村で構成する「オホーツク・スポ
ーツ合宿誘致に係る地域連絡協議会」と
の連携により、誘致活動の促進を図りま
す。

計画の名称 計画期間

第７次美幌町社会教育中期計画 平成２８年度～平成３３年度

関連する計画


